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午前１０時３０分開会 

○小林分科会長 おはようございます。ただいまから予算特別委員会企画総務分科会を開

会いたします。座らせてやらせていただきます。 

 欠席届が出ております。神保町出張所長、神保町地区町会連合会婦人部長会議のため、

あと、生涯学習・スポーツ課長が公務出張のため午後１時より欠席となります。 

 はい。それでは本日の日程と資料をご確認ください。 

 本日は、一般会計の歳入歳出のうち、政策経営部、会計室、選挙管理委員会事務局、監

査委員事務局、区議会事務局所管の歳出の調査です。款から言うと、議会費、総務費、職

員費、公債費、諸支出金、予備費です。その他に、該当所管の歳入、給与費明細書、債務

負担行為調書の調査を行います。 

 調査方法について、改めて確認します。政策経営部所管部分については、調査の冒頭に、

部として令和７年度予算の編成方針や特徴などを説明をお願いいたします。理事者からの

説明は、予算関係資料の配付をもって代え、特に説明を要する場合のみ、目の冒頭で説明

をお願いいたします。原則として目ごとに質疑を進めますが、事項が少ない目については、

項ごとに質疑を行います。分科会予算調査報告書は、分科会で議論された項目及び総括質

疑において議論することとした項目を記載し、分科会の議事録を添付した上で、３月１８

日火曜日午前中までに、予算特別委員長に提出いたします。 

 本日も、政策経営部が分科会の記録作成等のため、後方でパソコンを持ち込んでタイピ

ングをしますので、ご了承いただきたいと思います。 

 限られた時間での調査となりますので、説明、質疑、答弁、いずれも簡潔になるよう、

皆様のご協力をお願いいたします。 

 それでは、調査に入ります。 

 款１、議会費の調査です。初めに区議会事務局所管分の歳出、款１、議会費の調査です。

予算書１４６ページから１４９ページです。目１、議会費と、目２、事務局費を合わせて

行いたいと思います。 

 執行機関の説明はありますか。 

○石綿区議会事務局次長 それでは、議会費のうち、１目の議会費の中から、特徴的なも

のとして、予算説明書の１４７ページ、項目として１１番目にございます議員控室改修に

向けた調査検討、こちらは予算（案）の概要、区の仕事のあらましにも掲載がございまし

て、１６２ページでございます。併せてご覧を頂きながら、ご説明をさせていただきたい

と思います。 

 本事業でございますが、令和７年度の新事業といたしまして、計上したものでございま

す。 

 事業設置の背景といたしましては、二元代表制の一翼を担う議会の役割として、幅広い

見識を備えておくことが求められ、政策形成や政策提案能力を高めていく必要がある中で、

議員活動の拠点とも言える、区役所本庁舎７階にある議員控室エリアにつきましては、区

役所竣工から２０年近くが経過をいたしまして、現在の議会活動において、若干非効率的

なレイアウトであったり、あるいは老朽化は否めない状態であることから、これまでの間、

議会の内部で検討を重ねていただき、今後の議会活動における最適解となるよう、区が取

り組むＤＸの視点も持ちながら、議員控室エリアのレイアウトの見直しに取り組むために、
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その検討に係る経費を予算化したものでございます。 

 経費の内訳は、委託業務により改変に係る法令や基準などの専門的知識を持ち合わせる

事業者をコーディネーターとして活用させていただくため、１,２００万円の委託料を計

上してございます。 

 ご説明は以上でございます。 

○小林分科会長 はい。それでは１４６、１４７、質疑を受けます。 

 のざわ委員。 

○のざわ委員 ちょっと、８なのか１２なのか、どこに入るのか分からないのが、ちょっ

と複数の議員の先生からちょっとお話がありまして、１回生の私としてちょっと伺ってみ

るということで、事務局、事務局が入ったところの右側に、手で押して、議員が出欠を、

まだ来ていませんというボードがあると思うんですが、あのボードは、私も、より身を引

き締めながら押しているんですけれども、そのボードが、まず、コロナ禍の中で手をやる

と、どうなんだという声も、お考えの方もいらっしゃるらしくて、それで、まずあれはど

れぐらい、全庁的にどこの部署の、どのようなところまでご覧になれるのかということと、

あと、職員の方は、パソコンであれを見れるんでしょうかという、まずご質問をさせてく

ださい。 

○小林分科会長 はい。ちょっと休憩します。 

午前１０時３６分休憩 

午前１０時３７分再開 

○小林分科会長 再開します。はい。 

 次長。 

○石綿区議会事務局次長 ただいまのご質問でございますが、７階の事務局のちょうど正

面辺りだと思いますが、いわゆる議員の皆様方の出退表示板のことをご質問になられてい

るかというふうに受け止めさせていただきました。こちらに関しましては、議会費の、こ

の款の中での予算計上というのは、現状ございませんで、庁舎管理のほうで、恐らく６款、

予算上は６款のほうに入ってくるかなと思うんですが、そういった状況でございます。で、

私どもも日々確認をさせていただいている状況でございますが、物理的に、その表示板が

あるのは、以前はそれぞれのフロアにあったような状況もございますが、老朽化に伴い、

製品の仕様なども変更になっているところもありまして、もう少し見やすいところにとい

うことで、たしか昨年度辺りに見直しを行いまして、今、私ども理事者などは、端末でも

表示を確認をさせていただけるような状況にありますので、そういう意味では、職員も手

元で閲覧をできるような、確認をできるような状況にあるかと思います。 

○小林分科会長 のざわ委員。 

○のざわ委員 それで、議員の方もたまに出かけていって、当然戻るつもりだったんです

が、戻れなくなって、つけっ放しになるということが、皆様はないとは思うんですが、全

然ないこともないかもしれないということで、何かご自身のパソコンから、それが操作で

きるようにすることが可能なのかどうかというご質問もございまして、いかがでしょうか。 

○石綿区議会事務局次長 今のご質問の意図といたしましては、戻る予定で出られた方が、

戻れなくなったというような状況が発生したということを想定されているのかどうかなん

ですけれども、いずれしても、運用上の問題かなと思われるところもございますし、どの
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ように運用されるかというところ、それに沿った仕様にするかどうかということに関しま

しては、議員の皆様の総意によって、必要があれば、当然ながら所管する部署に議会とし

て申し入れるということは可能かなというふうには思いますが、そこでのまたご判断とい

うこともありますので、この場では即答はいたしかねますが、皆様方で、そういう何か運

用上の意向がございましたら、そこに関しては、申入れは可能でございます。 

○のざわ委員 どうもありがとうございました。 

○小林分科会長 よろしいですか。 

 はい、ほかにございますか。はい。（「分科会長、休憩」と呼ぶ者あり）休憩します。 

午前１０時４０分休憩 

午前１０時４２分再開 

○小林分科会長 はい、再開します。 

 それでは、１４６ページ、１４７ページ、ございますか。 

 はい、小野委員。 

○小野委員 先ほどご説明いただきました、あらましの１６２ページ、それから予算書の

１４７ページの１１番ですね、議員の控室改修に向けた調査検討ということで、こちらは

実際に先ほどご説明くださったとおり、議員で、条件整備検討会を含めて協議をしてきま

した。それなりに多額の公費を使う事業ということで、老朽化ですとか、２０年何も手入

れがされていないというところもあるんですけれども、令和８年、それから令和９年の見

込額が、今のところ未定になっているとおり、まずは一旦、調査・検討ということは理解

をしております。改めて、事務的にご準備、いろいろ進めてもらっていると思うんですけ

れども、今の準備状況というのはいかがでしょうか。 

○石綿区議会事務局次長 この調査・検討業務につきまして、事業者を選ぶに当たりまし

て、当然、この予算、ご議決いただければということを前提に動いているところではござ

いますが、年度当初から、かなり限られた時間で結論を出していかなければいけない事業

ということもありますので、すぐにでもスタートを切れるように、今現在、その事業者、

業者選定に関して、プロポーザルの方式を採用したいなというところで、公募の期間を、

募集の期間を終えたところであります。これから、また業者の選定の作業に入っていくと

いうようなところでございます。 

○小林分科会長 よろしいですか。 

 小野委員。 

○小野委員 はい、分かりました。そうすると、年明けには実際に調査・検討する事業者

が決まるのかなということで理解をいたしましたけれども、議員から様々なご意見があっ

て、まさに今の会派構成ですとか、それから、これから先の議員活動というところの中で、

非常に大事な調査・検討かなというふうに理解をしております。 

 そんな中で、決まった後、事業者が決まった後で、事業者任せではなくて、議員の意見

というのをしっかりと取り入れていただく必要もあるかと思うんですけれども、そういっ

た精力的な検討に向けて、私どもの事務的な、どこまで行けるかという成果のイメージが

どこまであるのか、事務局としては、それをやることによって、どこまでの、次年度での

終わりでの終着点というんですかね、事務的なイメージがもしあれば、お願いします。 

○石綿区議会事務局次長 様々ご議論いただいて、今、そこまでたどり着いているという



令和 7年 3月12日 予算特別委員会 企画総務分科会（未定稿） 

 ４ 

ような状況であるかと思います。基本的には、先ほどもご説明さしあげましたけれども、

様々議会活動も時代とともに変化を遂げているということもありますので、より効果的・

効率的に議会活動を担っていただくために、今回、控室の検討に当たっては、業者の専門

的な助言というのを頂きながら、一番いい方法というのを導き出して、主体となるのは議

員の皆様でございますので、そこをしっかりご検討いただきたい。そのためには、これま

でも積み上げてまいりましたけれども、議会の内部の議会活動条件整備等検討会ですか、

こういったところに、状況によっては業者、選定した業者も入っていただきながら、様々

なご議論、ご協議を頂ければなというふうに思っておりますが、結果、いわゆる成果イメ

ージとしてですけれども、事務方としては、やはりご協議、ご検討いただく中で、提案を

受けて、ご検討、ご協議いただく中で、様々な答えがあるんだろうなと思います。そこで

は法的な制約だとか、そういうものもあったり、施設上のルールということも踏まえて、

結論を出していくということにはなると思いますので、今回の委託業務においては、多少、

複数のパターンの提案を出していただいて、そういったところから、議員の皆様にはご協

議いただいて、お決めいただくようなイメージ。ゆえに、大規模な改修になるのか、ある

いは小規模で終わるのかというところは、まさにこれからの検討次第かなというふうに思

ってございます。 

○小野委員 はい、分かりました。 

 となると、いろんな施設上のルールですとか、消防法ですとか、建築法だとか、様々あ

ると思うんですけれども、そのところを考慮した上で、議員の意見というのをしっかり適

宜取り入れつつ、みんなで選べるパターンが幾つか示されるというところが、ゴールイメ

ージなんだなということが理解できました。 

 同時に、今後、ＤＸの観点からも、いろんなしつらえというのを考えていかなきゃいけ

ないのかなというふうに思っておりますので、ぜひ、その辺りの事務的なフォローですと

か、それから庁内でほかのフロアでも、レイアウト変更ですとか、様々取り組まれていか

れるようですので、ぜひ、いい形にしていきたいと思っていますので、引き続きのフォロ

ーとか、よろしくお願いできればなと思いますが、いかがでしょう。 

○石綿区議会事務局長 今、（発言する者あり）小野委員のほうから、（発言する者あり）

るるアドバイスを頂戴いたしました。私ども事務方といたしましても、冒頭で申し上げた

とおり、まさに今、こういう時代でございますので、そういったＤＸの視点、こういった

ものもしっかりと交えながら、主役は議員の皆様でありますので、その選択にしっかりと

寄与できるように、事業者の選定から、その後の進行から、しっかりと管理をして、まさ

に最適解というものをお選びいただけるような、土台づくりというものを取り組んでまい

りたいなというふうに思ってございます。 

○小林分科会長 はい。 

○小野委員 ありがとうございます。 

○小林分科会長 ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 よろしいですね。はい。 

 それでは、以上で、款１、議会費、終了いたします。 

 款６、総務費、予算の特徴や成果の調査を行います。 
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 次に、６の総務費の調査です。初めに、令和７年度編成方針や特徴などの説明をお願い

いたします。 

○村木政策経営部長 それでは、令和７年度予算編成につきまして、概括的なご説明を申

し上げます。 

 政策経営部におきましては、全庁横断的な取組も含めまして、各部の下支えをしていく

という姿勢で、毎年度、予算編成に取り組んでいるところでございます。 

 初めに、区全体の令和７年度の予算についてですが、予算（案）の概要の２ページにご

ざいますように、子ども・子育て支援施策、高齢者施策、持続的に発展するまちづくり、

デジタル技術の活用、これら四つの取組をテーマとして編成してございます。 

 政策経営部関連の予算につきましては、総務費が、ふるさと納税制度の活用、また、総

合住民サービスシステムのリプレースをはじめとするデジタル関係経費の増などにより、

前年度対比１３億９,８００万円１９.６％の増、職員費が、職員数の増などにより、前年

度対比７億１,５００万円５.２％の増となっております。 

 第４次基本構想でお示しした将来像の実現に向け、一人一人に合った区民サービスをお

手元まで確実にお届けしていけるよう、令和７年度予算も引き続き努めてまいります。 

 以上、簡単ではございますが、令和７年度の予算編成に関する概括的なご説明とさせて

いただきます。ご調査のほど、よろしくお願いいたします。 

○小林分科会長 はい。ご説明を頂きました。 

 それでは、それぞれの各項の目ごとに調査を進めます。 

 総務費、項１、総務管理費の調査です。初めに、予算書２３０ページから２３３ページ、

項、総務費の目１、一般管理費、執行機関から特に説明はございますか。 

○佐藤総務課長 それでは、私から、まず拡充と新規事業につきまして、ご説明を申し上

げます。予算書２３１ページ、総務費、一般管理費の項番２、ふるさと納税制度の活用に

ついてでございます。 

 まず、（１）のふるさと納税制度の活用でございます。令和６年度、ふるさと納税制度

による寄附額は、１０億円余の決算額を見込んでおります。令和６年度は半年間の受付で

あったところ、令和７年度は通年での受付となります。そのため、他自治体の受付状況等

を参考に、令和７年度の寄附額として約１６億円を見込み、歳出として計上する額は、寄

附の募集に要する費用は寄附額の５割以下とする総務省の基準に沿いまして、８億円を計

上するものでございます。 

 次に（２）、新規事業のホームタウンちよだ応援事業でございます。予算（案）の概要

では１５６ページでございます。本制度の開始以来、寄附先の指定ができないかといった

ご要望を多数頂いておりました。ふるさと納税のポータルサイトを活用して、区内の大学

や公益的な団体を指定して寄附を行える仕組みとして、ホームタウンちよだ応援事業を開

始することといたしました。本事業では、千代田区にゆかりのある方、千代田区をふるさ

とと感じる方などが、ポータルサイトを通じて公益的な団体を指定し、寄附を行い、その

一部を区から指定された団体に補助金として交付するものでございます。この寄附も、近

隣区の実績を参考に、５,０００万円の寄附を見込み、団体に対する交付分、７割分３,５

００万円及びポータルサイトの事務経費５５０万円を合わせまして、４,０５０万円を計

上するものでございます。 
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 ご説明は以上でございます。 

○小林分科会長 はい。説明が終わりました。 

 委員の皆様からの質疑を受けます。 

○米田委員 今ご説明あった３番のふるさと納税のところです。今、課長からご説明あり

ました。１６億円見込んでいて、半分の額の８億円計上していると。そもそもなんですけ

ど、今でもそうだと思うんですけど、千代田区とか、２３区自体は、ふるさと納税に関し

ては、地方が得ると。東京都が持っていかれる分が多いと。税の公平性の観点からは、基

本的には反対しているという立場は今でも変わっていない。この認識でよろしいですか。

○佐藤総務課長 委員ご指摘のとおり、ちょっと、股裂きのような状態にはなっておりま

すが、区長会の立場と考え方は同じくしながら、そうはいっても、現実的な問題として、

税の流出に対しては何かしら手を打たなければならないということで、対応しているとこ

ろでございます。 

○米田委員 その立場は、いまだに継続しているということは理解しました。この場であ

れしろこれしろとは言うつもりはないんですけど、やはり今の傾向性として、体験型とか

宿泊型が人気があると。あと、電子マネーというのもございました。この傾向性について

は、どのようにお考えですか。 

○佐藤総務課長 ご指摘のとおり、大部分は電子商品券ですとかトラベルクーポンに対す

る寄附でございまして、その傾向は今後も引き続きのものかと考えております。 

○米田委員 ８億円入るということは、うちにとってはいいことなんですけど、それによ

って、ふるさと納税によって、職員、ここの職員、職員はどのように手配しているのかと

いうのをお聞かせ願えますか。それとも委託ですか、全部。 

○佐藤総務課長 令和６年度につきましては、職員、兼務で２名対応する形で行っており

まして、来年度は担当係長を配置して実施する予定でございます。 

○米田委員 増えれば、増えることによって、事務手続が増えると聞いていますんで、そ

の辺、配慮していただきたいなと思っております。 

 で、分科会長、このホームタウンのところへ行っても…… 

○小林分科会長 どうぞ。 

○米田委員 いいですか。 

○小林分科会長 どうぞ。 

○米田委員 はい。これは今、課長からご説明あったんですけど、これは返礼品を求めな

い寄附という形でよろしいんですか。 

○佐藤総務課長 おっしゃるとおり、こちらは返礼品を求めないものでございます。 

○米田委員 今、課長からもご説明あったんですけど、団体に寄附すると。こういうよう

な団体、千代田区で例えばどのような団体、大学とか、言ってくれたんですけど、何団体

ぐらいあるんですか。 

○佐藤総務課長 こちらは他の自治体の同様の事業のスキームと同様な形になっておりま

して、東京都の都税条例に指定されている団体、公共的な団体がございまして、そちらで

千代田区に該当するのは約５８５団体ということでございます。 

○米田委員 そうであれば、５８０もあれば、どこに寄附していいか分からないと。分か

りやすい、大学なんかだったら分かりやすいんですけど、そういったところをしっかり明
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示していくというのが、私、大事だと思うんですけど、恐らくこれ、ポータルサイトって

言っているんで、ポータルサイトに掲示するとは思うんですけど、それでも、団体によっ

ては、これ、寄附を受け付けたくない、載せてほしくないという団体もあると思うんです。

そういったことをどのようにしていくのか、お聞かせいただきたい。 

○佐藤総務課長 ご指摘のとおり、寄附を受けることに関する意向の調査は必要だと考え

ておりまして、事業の開始は７月を見込んでおりますので、それまでの間に、各団体に対

して、恐らく郵送での一斉のご案内となろうかと思いますけれども、こういった寄附の募

集の対象となることについての意向確認をしまして、その上で、対象団体を掲載する考え

でおります。 

○米田委員 ある自治体では、学校外の教育サービス、いわゆる社協でもやっていただい

ていたんですかね。奨学金、これに寄附するというのもあると聞いております。こういう

いいことにしっかり導けるように、まあまあ、どの団体に導くというのはよくないかも分

からないですけど、そういういい制度ですんで、その辺のところは、しっかり区としても

周知していただきたいと思うんですけど、いかがでしょうか。 

○佐藤総務課長 ご指摘のとおり、一般的に認知されているふるさと納税は、返礼品が目

的というふうに言われがちなんですけれども、今回の寄附に関しましては、返礼品を伴い

ませんので、また区民の方にも寄附をしていただける制度となっております。公益的な目

的、ご自身の何かテーマみたいなものがあって、それに合致する団体があれば、それを選

んで寄附できるスキームですので、ぜひ、寄附文化の醸成という意味でも、ご利用いただ

けるように取り組んでまいりたいと考えております。 

○小林分科会長 いいですか。 

 はい、小野委員。関連で。 

○小野委員 今、米田委員から、いろいろとご質問くださったところの中で、まさに公益

的な活動を行う団体が５８０もあるんだなというのは、初めて知りました。こちらに郵送

でご連絡をして意向調査をするということなんですけれども、実際に、例えば掲載希望と

いうことになったときに、どのような形で掲載されるのか。他区と同じような感じなのか、

それとも、千代田区では、特にこういう事業に、例えば先ほど奨学金ってありましたけど、

奨学金に力を入れていますとか、そこの団体の特徴的な活動というものを何か抜き出して

ご案内するとか、その辺のイメージというのはどうなっていますか。 

○佐藤総務課長 正直申し上げまして、まだ、そこまでの具体的なスキームまでは、ちょ

っと検討し切れていないというところでございます。ただ、実際のポータルサイトのイメ

ージとしては、団体を例えばプルダウンメニューで選べるとか、そういったことはできる

と思いますので、その上に、さらにその団体がどのような団体かをご理解いただくために

は、東京都のホームページ等もございますので、そういったページとの連携等を考えてい

くことになろうかと考えております。 

○小野委員 分かりました。 

○小林分科会長 小野委員。 

○小野委員 はい、分かりました。ありがとうございます。 

 これ、例えば毎年意向確認をするとか、１回したら、もうそのまましないとか、新たに

そういう団体になったところには追加で発送されると思うんですけど、その辺りのイメー
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ジというのはいかがでしょうか。 

○佐藤総務課長 一度対象となるというご同意を頂きましたら、そのまま継続の確認をす

るということになろうかと思いますが、新規の団体の方につきましては、いつでも申し出

ていただければ登録をするというような取扱いになろうかと思います。 

○小野委員 はい、分かりました。 

○小林分科会長 じゃ、いいですか。 

○小野委員 ありがとうございます。 

○小林分科会長 はい。 

 永田委員 

○永田委員 ふるさと納税について、ある一定の成果が出たことは評価しますが、一時期、

商品券が中止になった理由は、地域振興に関係ないからということで中止になって、それ

で、今回は、今回というか、今は地域限定の商品券、宿泊券ということで成り立っている

わけですが、千代田区は、やっぱり利用価値が高いと。そういった商品券の、地域限定の。

ただ、ほかの地域は、そうでもない。で、千代田区、有楽町、丸の内、そういった、いろ

んな小売店が多いということで、利用価値があるから増えているという認識で、これだけ

集めることができたということは、行政としても把握しているんでしょうか。 

○佐藤総務課長 利用できる店舗、電子商品券といいましても、こちらのほうも確認をし

ておりまして、チェーン店ですとか、一般的な物販の店は除くような取組をしております。

なるべく区内で、条件に合った店舗でお使いいただけるようなということで、考えており

ます。 

 でも、おっしゃりますとおり、例えば渋谷区なども同様に電子商品券、大変好評だとい

うふうに伺っているんですけども、そういった都市部で、繁華街の多いところは、こうい

った体験型みたいなものは、非常に有利に働くのではないかというふうに考えております。

○永田委員 非常に商品券を使う利便性が高い千代田区で増えているということはね、非

常にいいことですが、それで満足していてはいけないと思うんです。だから、さらに工夫

が必要だと思いますし、悪く言うと、非常に短絡的な方法だなということも、本音として

はあります。ただ、成果があるので、それはそれでいいとは思いますが、その点について、

もう一度答弁をお願いします。 

○佐藤総務課長 ご指摘の点は否めないかと思います。ただ、一方で、それを、好評を博

したということで注目を頂くことになりまして、様々な事業者のほうから、いろいろな返

礼品の提案が相談として上がってきているというのも事実でございます。ですので、額と

して電子商品券が多数を占めるという点は、委員のご指摘の面もございますが、それをま

た体験型という形でＰＲしていくこととともに、千代田区の地域の事業者の方が独自の返

礼品を提案してくださったり、あとは、例えば電子商品券でなくても、食事券であるとか、

何かイベントへの参加の権利ですとか、様々なものをご提案、今ご相談いただいています

ので、そういった千代田区ならではの地域資源を活用した返礼品も、同時に充実させてま

いりたいと考えております。 

○永田委員 結構です。 

○小林分科会長 いいですか。 

 ほかにございますか。 
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○のざわ委員 ふるさと納税制度のところで一つ、まあ、今、活字文化を応援している千

代田区でございますんで、ちょっとご意見いただいて、あったら申し訳ないんですけど、

古書店、新刊のお店で使えるような図書カード、図書電子カードというんですかね、そう

いうものも、この返礼品の中に入れていただくのはいかがでしょうかという。というお話

を頂いて、いかがでしょうか。 

○佐藤総務課長 ご指摘の古書、書籍につきましては、これまでも様々にご相談を頂いて

いる返礼品でございます。ただ、総務省の地場産品の基準、あとはシティプロモーション

の基準に合致しないというものがほとんどでございまして、今のところ、あまり実現をし

ていないという状況でございます。 

 千代田区の場合、楽器ですとか、書籍ですとか、スポーツ用品ですとか、そういった業

態が集積しているまちというのが多数ありまして、そういった魅力を伝える返礼品をなか

なか企画にしにくいというのが、このふるさと納税を取り組んでみて、ちょっと難しいと

感じている点でございます。そういった中でも、何かしら、例えば漫画を活用したもので

あるとか、アニメーションに関連した返礼品を用意するとか、いろいろなご相談を頂きな

がら、どれが総務省の基準に合うのか、合わないのかということで、試行錯誤は続けてお

りますので、ご期待に沿えるように努めてまいりたいと思います。 

○のざわ委員 どうもありがとうございます。 

 もう一つ、このホームタウンちよだ応援事業について、これは本当にすばらしい事業か

なと思っているんですが、千代田区は、これ、お金が入るお話なんですけど、実はちょっ

とお金が出るお話になってしまうんですが、私の知り合いのところで、要は千代田区のご

資産家というのは、もう、やっぱり金融資産・不動産資産を持っていて、非常に、こう、

寄附文化にも優れていまして、お子様にお渡しするんだったら、社会的にご利用いただき

たいというふうに考える方で、しかも、その金額が数千万とか数億円を出す方がいるとい

うことを伺っているんですが、そこでなんですけれども、千代田区のホームページに、寄

附金税額控除という仕組みがあると思うんですが、そこで、これは翌年度、特定の団体に

寄附を行った場合、翌年の住民税の所得割額から控除されますということで、今、千代田

区の場合は、これ、５団体、五つの社会福祉法人が対象になっているということでござい

ますが、例えば港区の場合ですと、東京都の、この指定団体に指定された団体は、自動的

にそのまま港区の条例指定寄附金税額控除対象団体になるということで、いきなりこんな

ところまで行かなくてもいいと思うんですが、ふるさと納税だけでなく、当然、住民の方

も、寄附文化の地域社会の持続的な発展に寄与するとともに、寄附文化の醸成というふう

な観点から、住民の方も寄附ができる多分流れになっていく中で、今年、明日、来年とか、

来年、再来年とか、急がなくてもいいんですが、少しずつ、この対象を、その団体の使途

というのは検索していくと明確になるふうに、制度になっていると思いますので、そのよ

うなご検討も開始をされるのはいかがでしょうか。 

○佐藤総務課長 こちらは、所管としては税務課になるんですけれども、今回のホームタ

ウンの事業を始めるに当たりまして、情報共有はしております。先ほど委員のおっしゃっ

たような、高額の寄附をされる方に、ホームタウンの事業のほうは、控除額の上限等も恐

らくございますので、なじむかどうかというところですけれども、いきなり、この条例で

指定する団体を東京都の都税の条例で指定された団体にする、他区のように取り扱うとい
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うことは、ちょっと現段階では、すぐに状況が整わないんですけれども、その間を取った

といいますか、一定、何かしらの寄附を団体にしていただける仕組みということで、今回、

このホームタウンの応援事業をつくっておりますので、ご理解賜ればと思います。 

○のざわ委員 ありがとうございます。どうもありがとうございます。 

○小林分科会長 はい。ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 いいですか。じゃあ、ふるさと納税、３につきましては、終了します。 

 次に行きます。 

 はい、大坂委員。 

○大坂委員 ２番の区政振興事業の新年交歓会についてお伺いします。事務事業概要２７

ページです。 

 これ、今年はニューオータニのほうでやられて、盛大に、無事終了する形になりました

けれども、予算額を見ると、来年度、また５００万円上がっているという状況なので、こ

れ、前年度と比較して、今年どうだったのか、来年度はどういうふうにやっていこうとし

ているのかについて説明をお願いします。 

○佐藤総務課長 新年交歓会につきましては、決算のときにもご説明申し上げたかと思い

ますが、２回に分かれて九段会館テラスで実施していたという課題ですとか、記念品の課

題等もございましたので、今回は１回で実施できる会場を探して、記念品等も見直してと

いうことで、念頭に進めてまいりました。グランドパレスを使えなくなったということで、

その他のホテルに当たりまして、見積額はなかなかちょっと高額となってまいりましたが、

その中でも、今回、ホテルニューオータニで、何とか予算内で実施する運びとなった次第

でございます。 

 来年度につきましては、予算額の中で、ちょっと高額に、１,０００、すみません、あ、

１,２００万、事務事業概要じゃなくて、ちょっと、すみません。 

○小林分科会長 はい。事務事業概要のほう…… 

○佐藤総務課長 すみません。事務事業概要、予算のあらましの中に、一覧表が恐らくあ

ったかと思われます。 

○小林分科会長 何ページですか。 

○佐藤総務課長 ちょっと待ってください。すみません。（発言する者あり）ありがとう

ございます。はい。２２２ページ、はい。すみません。 

○小林分科会長 何ページ。 

○佐藤総務課長 ２２２ページの…… 

○小林分科会長 はい。 

○佐藤総務課長 区政振興事業、真ん中より少し下のところなんですけれども、令和７年

度予算額で１,２００万というふうに…… 

○小林分科会長 うん。 

○佐藤総務課長 昨年度から見て、大坂委員ご指摘のように、ちょっと増額になっている

ところなんですけれども、こちらにつきましては、夏の予算の計上の際に、例えばニュー

オータニよりももっと高額なホテルでの実施も想定されるということで、令和７年度につ

いては、少しほかの、例えばエドモントですとか、別のホテルでも実施するということを
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見込んで、このちょっと額になっているんですけれども、実際、今回やってみたニューオ

ータニで、引き続き実施できるということであれば、１,０００万弱程度でできるという

ような見通しになっておりますので、ただ、今後、物価高騰等も見込まれますので、そう

いった中では、ちょっと今回、この額でご確認を頂ければというところでございます。 

○大坂委員 分かりました。様々な事情で、ホテル等々の会場費、高くなっているという

のは、我々も十分承知しているところです。今年度についても、予算の中で行われること

ができたというところについても確認しました。結構豪華にやられたものですから、あし

が出てしまったのかなって心配は若干したんですけれども、そうではないということだっ

たので、それはよかったなと思っています 

 で、先ほど課長もおっしゃられたとおり、去年は２回に分けて行われていたりとかとい

う課題があって、招待者の数が、令和５年度で１,３８９人ですかね。今年の場合、１か

所で、大きな会場でやられて、どれぐらいの招待者で、どれぐらいの出席者だったのか。

今までは区役所の近く、近場で行われていたので、区民の方々にとっても非常に行きやす

い場所だったんですけれども、ちょっと、区の中心部から少し離れて、一部の方にとって

は近くなるかもしれないけれども、非常に遠くなる方もいらっしゃる中で、どれぐらいの

出席率だったのかなというところも気になるんですけれども、その辺の課題感も含めて、

数字と併せてお答えいただければと思います。 

○佐藤総務課長 すみません。ちょっとお待ちいただけますでしょうか。 

○小林分科会長 はい。時間、かかりますか。はい。いや、結構です。じゃあ。はい。後

ほど、数字が出てからお願いします。 

 大坂委員。 

○大坂委員 では、数字が……。あ、大丈夫ですか。 

○佐藤総務課長 分かりました。すみません。 

○小林分科会長 はい。総務課長。 

○佐藤総務課長 １,６４８人でございます。招待者が１,６４８人中、６２１名でござい

ます。すみません。失礼しました。 

○小林分科会長 １,６４８人の招待者で、来た人が６２１人。はい。はい。 

 はい、大坂委員。 

○大坂委員 じゃあ、これは今までのグランドパレスで行われてきたときと、割合的には、

それほど大きな変動はなかったということでよろしいんでしょうか。あまり来づらくなっ

たとかということもなく、皆さん、ある程度、招待した方、これぐらいいらっしゃるだろ

うなという方がいらっしゃったということで、よろしいんでしょうか。 

○佐藤総務課長 ちょっと具体的な数字で、今ご詳細にご説明できなくて申し訳ないです。

まだ、コロナの前まで完全に戻り切るということではないですけれども、おおむね増加、

コロナ後の増加傾向ということでは、言えると思います。 

○大坂委員 分かりました。では、引き続きニューオータニを使っても問題はないのかな

というところで、あまり豪華になり過ぎてもいけないのかなというところもあって、この

質問をさせていただいているんですけれども、昨日も、町会長ですとか婦人部長等々で会

食がある場合の費用の意義について、議論が必要だよねという話がありましたので、今回、

賀詞交歓会については、新年の交歓会については、一定数、無償でというところでも意義
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は大いにあるのかなというふうには思っているところではあるんですけれども、あまり豪

華になり過ぎると、そういった議論も出てきてしまいますので、その辺のバランスをしっ

かりと考えた上で、なかなか会場選定というのは難しい部分が今出てきているところでは

あるんですけれども、やっぱり年の初めとして、非常に重要な行事だとは思っていますの

で、しっかりとした形で、継続的にできるように調整していただければと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

○佐藤総務課長 ありがとうございます。実施に当たりましては、ホテル等の関係の事業

者等とすり合わせをしながら、なるべく低廉な予算で、華美に、なるべく豪華に、新年で

すので、皆様に満足いただける会にしつつも、節約できるところはしてということで、努

めてまいりたいと考えております。 

○小林分科会長 はい。よろしいですか。２の区政振興費については、よろしいですね。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 はい。終わります。 

 次、質疑を受けます。 

○小野委員 ６の文書事務についてお伺いいたします。 

○小林分科会長 ６、はい。 

○小野委員 はい。文書事務ですね。 

 事務事業概要は３０…… 

○小林分科会長 ３０、３１。 

○小野委員 ３１とかなんですけれども、この中でも、ペーパーレス、進めていらっしゃ

るかと思うんですけれども、実際に金額を見ると、そんなに減っていないなとか…… 

○小林分科会長 増えている。 

○小野委員 それから、３２ページの共通事務の集中化というところで、もしかしたら、

分散していたものを集中することによって、令和５年度、６年度、そして今年度というと

ころなのかなと思ったりするんですけど、実際にパソコンを使い、そしてペーパーレスと

いうところを進めてきていらっしゃると思うんですけれども、その辺りの進捗ですとか、

また、この予算の中身がよく分かってはいないんですけれども、分かる範囲で、内訳など

もお示しいただければと思います。 

○佐藤総務課長 ペーパーレスの取組ですけれども、総務課で担当しておりますのは、主

に印刷の部分になります。印刷につきましては、最近、こういったパソコンの使用も会議

等で進んでまいりましたので、実際に数字を見ますと、紙の使用量としては減少傾向にご

ざいます。 

 ただ、先日、資料要求も予算特別委員会の中で頂いておりますけれども、まだ周知用の

紙ですとか、やっぱり高齢者層の方に紙でなければとか、一定の紙の需要もあるところで

すので、進み具合という点では、何が基準なのかというところは、ちょっと、なかなか判

断がつきづらいというところでございます。 

○小野委員 はい、承知しました。紙が必要な部分というところも当然あるかと思います

ので、場合によっては、何かこういう手だてを打つことによって、ペーパーレスというの

を進められるとか、または進めたいのに何か弊害があって進められないとか、いろんなご

事情があると思うんですけれども、ちょっとその辺が、この数字からだと分からなかった
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ので、もっと減っているものなのかなと、こちらでは勝手に想像していたものですから、

それでお伺いしました。 

 何か、物価高騰によって、紙がとか、インクがとか、電気代がとか、そういうものによ

って予算的に横ばいになっているとか、そういう事情ではなくて、減少傾向ではあるもの

の、ほぼ横ばいであるという受け止め方でよろしいんでしょうか。 

○佐藤総務課長 予算の積算上は、紙単価ですとか、インクですとか、そういったものが

格段に上昇したというようなことはございません。 

○小菅デジタル政策課長 ただいまペーパーレス全体のご質問かと思いますので、私、デ

ジタル政策課長のほうから、今の答弁に補足させていただきます。 

 今、全庁的には、ペーパーレスのほう、進めております。ただ、ペーパーレス自体がも

ちろん目的ではなくて、例えば事務の効率化ですとか、あとは今お話も出たような経費削

減ですとか、様々な目的でペーパーレスのほうを推進しております。 

 区民の皆様からもらう紙、それから区役所から出す紙、それから内部で使う紙、それか

ら保管している紙と、４点に大きくは分けられるかなと思います。区民の皆さんからもら

う紙につきましては、ご案内のとおり、オンライン化の、行政手続のオンライン化の推進

ですとか、そういったところで進めております。 

 また、区民の皆様に渡す紙につきましても、例えば区役所から出す通知の電子化、電子

による通知というのも今検討を進めているところです。また、チラシなどについては、今、

総務課長から答弁があったところになります。 

 内部で使う紙につきましても、モニターを導入しまして、様々な会議を紙ではなくモニ

ター、電子でするですとか、あとは様々な庁内の書類だとかの電子化といったところも進

めております。 

 様々先ほど申し上げた４点の視点で、それぞれの取組を進めておりまして、令和、失礼

しました、令和２年と令和５年の庁内の印刷枚数だとか、その辺を見ますと、約２３０万

枚ぐらいは、紙の印刷量としては減っていたりという実績もあります。経費については、

先ほど総務課長からもありましたけど、様々な取組を進めておりますので、引き続き、こ

ういった取組は進めてまいりたいと思います。 

○小野委員 はい、分かりました。ありがとうございます。多分、またＤＸのところで、

新たな取組というところで、ご説明も含めてあるのかなと思いますので、総合的に引き続

き取り組まれるということで理解いたしました。 

 以上です。 

○小林分科会長 はい。ＤＸね。 

 ほかにございますか。 

○のざわ委員 ちょっ、ちょっと、新年会の後のところ、区政振興事業のところに戻らせ

ていただきたいんですが。 

○小林分科会長 どこですか。区制記念日。 

○のざわ委員 区政、区政振興事業、２、２番。 

○小林分科会長 はい、２、２ね。 

○のざわ委員 ２番です。2番のところに、これ、（1）、（２）とあるんですが、実は、

この事務事業概要の２８ページを見ていただくと、（３）というのがあったんですけども、
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これ、公共関係等団体名簿で、今回は、私、個人的には、この団体名簿、住所のところが

もしあれだったら、やっぱりこう、地域コミュニティのやっぱり活性化のために、それぞ

れ区の役職がついていらっしゃる方だったら、せめて肩書とお名前だけでも、ちょっと個

人情報で住所は駄目だというんでしたら、そういうのもあったほうが、よりコミュニティ

の活性化になるという観点から、これ、予算がなくなっちゃったということは、ぜひ名簿

は作っていただきたいんですが、どんな、いかがでしょうかというご質問。 

○佐藤総務課長 すみません。ちょっと今回、事業の組替えを行いまして、事業、１事業

として独立させるのではなくて、一般事務費の中に統合する形になって…… 

○小林分科会長 どこに入ったんですか。 

○佐藤総務課長 一般事務費ですので、次のページ…… 

○小林分科会長 １７番。 

○佐藤総務課長 １７、項の１７ですね。項じゃなくて、２３３ページの上から３分の１

ぐらいのところ、１７の政策経営一般事務費の中に総務課の分がございまして、その中に、

予算は統合して、名簿の作成については、見直しはいたしますが、引き続き行ってまいり

ます。 

○のざわ委員 どうぞよろしくお願いいたします。 

○小林分科会長 はい。 

 はい、ほかにございますか。今は６まで来ましたけれど、よろしいですか。次、行きま

す。 

 米田委員。 

○米田委員 ９番のところの…… 

○小林分科会長 ９番。 

○米田委員 職員の服のところですね。 

○小林分科会長 はい。 

○米田委員 これ、昨年度、小野委員もやられていたんですけど、保育士とか土木とか、

そういったところの、いわゆる作業着とか、そういうのを提供しているということです。

で、これ、正規の方には当然支給されているんですけど、非正規の方もいらっしゃいます

よね。こういった方には支給されているんでしょうか。 

○小林分科会長 人事課長、どうぞ。 

○神河人事課長 職場において、職務に臨む者に対しては支給されているものと考えてお

ります。 

○米田委員 来年度も予算はついていて、１,３００万ほどついています。今の課長の答

弁だと、同じ職務に属する人に関しては、正規、非正規、関係なく、そういった作業着と

か、そういったものは支給されるという認識でよろしいですね。 

○神河人事課長 その職務において、やはり衣服を汚したりとか、やはり衛生上問題にな

るようなケース、そういったことがないように貸与させていただいているものでございま

すので、そのようにご理解いただいてよろしいかと思います。 

○小林分科会長 米田委員、いいですか。はい。 

 ほかにございますか。２３０ページ、２３１ページの下まで、よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 
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○小林分科会長 はい。では、次に参ります。２３２、２３３の上のところですね、まで。

はい。質疑ございますか。よろしいですか。ありますか。 

○田中委員 （４）の借上型職員住宅のところ。 

○小林分科会長 はい。１７３ページ。 

○田中委員 ご質問させていただきます。 

○小林分科会長 事務事業概要１７３ページ。 

○田中委員 これ、令和７年度だと、１人当たりどのぐらいの負担というか、区への負担

になるんでしょうか。 

○小林分科会長 時間かかりますか。いいですか。 

 はい、人事課長 

○神河人事課長 借上型職員住宅でございますが、こちらはそれぞれ区のほうで借り上げ

を行っているものでございますけれども、使用料として職員から徴収しているものがござ

います。ですので、大体、世帯用で考えますと、１５万から２０万ぐらいの家賃のものが

…… 

○小林分科会長 何、１５万から。 

○神河人事課長 １５から２０万ぐらい。 

○小林分科会長 ２０万。 

○神河人事課長 なのかなというふうに考えております。単身用であると、やはり１０万

円前後ぐらいだと思います。そういった中で、借上げ型におきましては、これは世帯収入

にもよりますので、画一的ではないんですけれども、単身世帯で言いますと、大体、自己

負担額が１万４,０００円から２万３,０００円ぐらい。で、借上げ型ですと、３万円から

１１万円ぐらいまでの間でございますので、それに満たない部分については、その差額分

については、区のほうで負担させていただいているということになるかと思います。 

○田中委員 ありがとうございます。これを受けている職員は今、全職員の１割ぐらいと

いう認識でよろしいでしょうか。 

○神河人事課長 こちらは、ただいま借上げ数としましては、５４戸ということでござい

ますので、若干退去されている住戸もあるかと思いますので、おおむね５０人ぐらいだと

考えております。 

○田中委員 ありがとうございます。これを、このシステムというか、この借上げの職員

住宅に入るための条件として、以前もご質問させていただいたと思うんですけれども、地

域のイベントへの参加だとか、町会への参加だとかということがあったと思うんですけれ

ども、その実施状況というのはいかがでしょうか。 

○神河人事課長 こちらは毎年夏ぐらいに入居者に対してアンケートを行って、かつ、そ

の辺の地域コミュニティ活動への参加について、確認をさせていただいているところでご

ざいます。その内容を見ますと、やはりちょっと参加がいまいち行えていないような職員

も若干おりまして、その理由を確認しますと、やはり町会のほうにどのように関わってい

いのか分からないとか、あと、何ですかね、どのようにすれば事業を見つけられるのかと

いうような形のことで、ちょっと、関わり方をちょっと不安に思っている者が結構いらっ

しゃるというようなことで認識しております。 

 したがいまして、その辺りは、ただいま各出張所、出張所長たちと今協議を行っており
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まして、単に入居する際に町会長につなぐということだけではなく、実際に活動に参加し

てもらえるように、各職員を町会のほうにつなげていただく、そういったところまで出張

所長のほうで、出張所のほうで対応していただけないだろうかという協議を行っていると

こでございまして、新年度に向けた準備を進めているところでございます。 

○田中委員 分かりました。これ、年に１回のアンケートということで、そこの部分の改

善などもお願いしているところなんですけれども、防災の面であったりとか、あと、区民

に対しての次世代育成住宅助成などに関しては、町会の、今のところ初年度だけなんです

けれども、町会への入会義務というのが課せられているところでありますので、ここら辺

のチェックだったりとか、参加率に関する管理というのを、もう少し改善していただけた

らなと思いますが、いかがでしょうか。 

○神河人事課長 私のほうで担当させていただいているのは、職員住宅の管理というとこ

ろでございますので、入居する職員に対しては、入居の際に、地域コミュニティに積極的

に参加することというような形のことを誓約していただき、入居していただいているとこ

ろでございますので、その辺りを確保できるように努めてまいりたいと思います。 

○小林分科会長 よろしいですか。 

 はい。よくワテラスの学生寮が、地域貢献でやっていますよね。いろいろ参考にしてく

ださい。はい、よろしいですか。 

○田中委員 はい。 

○小林分科会長 はい。ここまでですけど、１７までで質疑ありますか。いいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 はい。それでは、終了いたします。 

 以上で目１、一般管理費の調査を終わります。 

 次に目２、広報費、２３２ページから２３３ページの調査です。 

 執行機関、説明ありますか。 

○並木広報広聴課長 特にございません。 

○小林分科会長 特になし。はい。 

 それでは、質疑を受けます。広報費、目２、広報費です。よろしい――はい、田中委員。 

○田中委員 （２）の映像広報のところでお伺いしたいんですけど。 

○小林分科会長 ２０３ページ。 

○田中委員 はい、２０３ページ。 

○小林分科会長 事務事業概要の２０３ページ、はい。 

○田中委員 はい。 

 これ、以前に、令和６年度は、ケーブルテレビさんが無償で１年間利用ということで、

その後、検討ということになっていたと思うんですけれども、どうなっていますでしょう

か。 

○並木広報広聴課長 ありがとうございます。ケーブルテレビなんですけども、以前のと

きには、何か新しいご提案があれば、また継続も考えるというようなお話をさせていただ

いたかと思います。一応、お伺いはしたんですけれども、金額が下がるというご提案等は

あったんですけれども、それ以外に、例えば番組を制作していただくとか、何か新しい提

案というものが、ちょっとご提案いただけませんでしたので、令和７年度は、防災に関し
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ては連携をするというところなんですけども、番組自体は、私どもが作ったユーチューブ

を流して、現在も流しているだけですので、来年度は、ちょっと予算には計上していない

というところでございます。契約はしないということでございます。はい。 

○小林分科会長 契約はしない。 

○並木広報広聴課長 はい。そうですね。はい。 

○田中委員 大丈夫です。 

○小林分科会長 あ、よろしいですか。 

 ほかにございますか。 

○米田委員 広報活動、広報千代田、来年度は６８０万ほど上乗せになっています。この

上乗せの理由について、お聞かせいただけますか。 

○並木広報広聴課長 はい。ありがとうございます。こちらは、情報量は年々ちょっと上

がっているということもございまして、ページ数が増えているという状況がございます。

それに伴いまして、制作費ですね、ページごとに制作費の単価が変わっておりますんで、

そちらと、あと印刷代、あとは全戸配布もページ数でちょっと単価が変わっていることも

ございまして、紙代ですとか人件費の高騰による単価増となっております。 

○米田委員 あと、もう一つなんですけど、ホームページの運営でも２００万、２５０万

ほど上がっております。これについてもお聞かせいただけますか。 

○並木広報広聴課長 こちらは、ほとんどがホームページの保守・運用をしておる経費に

なっておりまして、そちらの人件費の増というところでございます。 

○米田委員 このホームページの運営って、僕、非常に大事だと思っているんです。いか

に見てもらうかというのが大事だと思っております。ただ、見てみると、アクセス数がど

んどん下がっている傾向にあるんですよね。これの改善について、どのようにお考えかお

聞かせいただけますか。 

○並木広報広聴課長 多分、ご覧いただいているのが、令和２年度からちょっと下がって

いるというところかと思うんですけど…… 

○米田委員 ３年かな。 

○並木広報広聴課長 あ、３年ですね。ごめんなさい。 

○米田委員 ああ、４年か。ごめんなさい。 

○並木広報広聴課長 そうですね。そのときが、ちょっとコロナ禍ということもございま

して、ちょっとやはり保健所のそういう情報ですとか、ワクチン接種とかで、皆様のご注

目が上がったというところで、一気に上がったというところもございます。なので、今、

ちょっと、何でしょう、その前にちょっと戻っているというような感じで、ご理解いただ

きたいなというのが１点です。 

 ホームページ、確かにちょっと……。とはいえ、伸びているかというと、伸びてはいな

いかなと思いますので、その辺りは、ちょっと見やすさというものは、ちょっと考えたい

なと思いますし、あとはホームページだけではなくて、ほかのＳＮＳとか、そういうもの

と連携しながらの情報提供というところが大事なのかなと思っております。 

○米田委員 今のところなんですけど、ホームページ、しっかり見てもらうのも大事だけ

ど、ＳＮＳを活用した情報発信。これ、予算を見てみると、そんな増えていないんですよ

ね。８万円ぐらいかな。これの理由はというのは、力を入れていくという上でも言ってい
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たんですけど、８万円しか上がっていないんで、ちょっと残念かなと思ったんですけど。 

○並木広報広聴課長 ＳＮＳは、基本的に無料でできるところが、Ｘですとか、Ｆａｃｅ

ｂｏｏｋとかいうものは、特にそれ自体に経費がかかることではございませんで、こちら

にかかっているものは、ＬＩＮＥのセグメントですね。保守等の運用費の人件費となって

おりますので、そこは運用等というか、情報発信とはちょっと関係がない予算でございま

す。 

○米田委員 今ので分かりました。ただ、そうはいっても、まだまだ若い世代とか、全然

区の情報が入っていないってあります。どうやったら見てもらえるか、これを考えるのが、

私、広報課だと思っております。特に課長は専門家なんで、もっと研究していただいて、

区の情報が漏れなく皆さんに伝わる。ラストワンマイルでしたっけ、これを掲げています

んで、その辺のところをしっかり取り組んでいただきたいと思いますけど、いかがですか。

○並木広報広聴課長 はい。ありがとうございます。ちょっと耳が痛いご意見で、あれな

んですけど、はい。確かにちょっといろいろな見せ方とか、そういうところを工夫してい

くべきかなと思いますし、動画も、今、ユーチューブだけで動画を流しているような状況

ですけれども、それを一部切り取って例えばＳＮＳにやるというような工夫は、これから

もしていきたいなと思っております。 

○小野委員 関連で。 

○小林分科会長 はい、関連で。小野委員。 

○小野委員 今、まさにセグメント配信の話をしてくださったんですけれども、セグメン

ト配信については、以前も少しご意見を述べさせていただきました。デフォルトのままだ

と、どうしても防災関連のものだけが届きやすい。セグメント配信がされているというこ

とを知らないという方も意外といらっしゃるんですけど、その辺りに対しての対応という

のは、その後何かされていますか。 

○並木広報広聴課長 はい。ありがとうございます。確かにご指摘いただきまして、その

後、今、広報紙と、あと、令和６年度は、７月に２回、１２月に２回、３月に１回という

ような形で、適宜、紙面の量もあるんですけれども、そちらのほうで周知しているところ

でございます。 

 あと、ＬＩＮＥ自体にも、先日、設定について届けさせていただいて、周知させていた

だいているところでございます。今後も、そのような形で、知らない方、新しく異動され

たりとかして、新しく千代田区にいらっしゃる方もいると思いますので、そちらは周知を

徹底していきたいなと思っております。はい。 

○小野委員 ありがとうございます。セグメント配信をどの程度の方々がされているかと

いうのは、分かるんですか。 

○並木広報広聴課長 セグメントごとに、どこに、どれくらいの方が登録しているという

のは、こちらで把握できます。 

○小野委員 ありがとうございます。特にリクエストの多いものというのが何なのかとい

うところは、お手元の資料などで分かるものですか。 

○並木広報広聴課長 一番多いのは、やはり一般イベントのところになってございます。

ただ、以前は結構一般イベントが一番多かったんですが、最近では、平均して２,０００

名ぐらいの方が登録されているというようなところでございます。 
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○小野委員 イベント、一般イベントというのは、イベント全般をリクエストされている

ということですね。それが大体２,０００名程度ということですね。逆に、セグメント配

信を利用されていない方というのは、何割ぐらいいらっしゃるんでしょうか。 

○並木広報広聴課長 すみません。ちょっと１個、訂正させていただいてもよろしいでし

ょうか。 

 一般イベント、２,８００名ほどではない、３,０００名、ごめんなさい、３,０００名ほ

どになります。 

 ちょっとセグメントの数で取っていますので、全体数とセグメント数が合いませんので、

どの方がしていないかというところまでは、ちょっとこちらでは把握が難しいところでご

ざいます。 

○小野委員 はい。 

○小林分科会長 いいですか。 

 小野委員。 

○小野委員 はい、分かりました。そうすると、先ほど米田委員からもラストワンマイル

ってありましたけれども、やっぱりせっかくあるものがそれぞれ必要なところに届くとい

うのが一番大事だと思いますので、引き続き、セグメント配信についても実施をされてい

くということですので、ぜひお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○田中委員 関連で。 

○小林分科会長 関連で。はい、田中委員。 

○田中委員 今のセグメントのところなんですけれども、以前、そうですね、セグメント

をしているにもかかわらず、セグメントを超えて、いろんなものが紛れ込んでいるという

状態があったんですけれども、そこら辺の改善はいかがでしょうか。 

○並木広報広聴課長 実は、セグメントというのが、配信者のほうが一つしか選べないよ

うになっておりまして、例えば一般イベントで高齢者とか、そういう組合せというのがち

ょっとできない状況なんですね。ですので、ちょっと発信者側の整理というのが必要かな

と思っておりまして、そこはどのような情報として発信しているのかというのを、ちょっ

と工夫していきたいなと思っております。 

○小林分科会長 はい、のざわ委員。 

○のざわ委員 若い方々に見ていただくという意味では、Ｘ、Ｆａｃｅｂｏｏｋ、ユーチ

ューブがあるんだったら、ＴｉｋＴｏｋとかも、多分、コスト、あまりかからない。今ま

でのお話を聞いていると、かからなそうであれば、加えるのはいかがでしょうか。 

○並木広報広聴課長 はい。ありがとうございます。ＴｉｋＴｏｋに限らず、インスタグ

ラムとかもあるかと思うんですが、やはりちょっと、私のほう、ちょっと見ていますと、

やはり動画というところが主要なのかなと思いますと、やはり皆さん見ているのは多分１

分ぐらいだったり、２分ぐらいだったり、短い動画だと思うんですが、それを企画したり、

撮ったり、編集したりとかいうのに、結構時間がかかるというところもございまして、始

めるのは、多分簡単に新しく始めることはできると思うんですが、それをどのように継続

的に皆様に見ていただけるようにするのかというところを考えながら、慎重に検討、検討

というか、見ていきたいなと思っております。 
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○のざわ委員 ありがとうございます。 

○小林分科会長 よろしいですか。 

 ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 はい。よろしいですね。じゃあね。 

 目２、広報費は終了します。 

 次に目３、企画財政費、２３２ページ、２３３ページの調査です。 

 執行機関、説明ありますか。 

○御郷企画課長 それでは、予算説明書２３２、２３３ページ、予算（案）の概要につき

ましては、１５７ページでございます。組織変革の推進につきまして、ご説明いたします。 

 組織変革の推進といたしまして、新たに９５０万円余を計上しております。令和７年度

は、職員の働き方の多様化をする中、チームワークや個としての資質向上を図るとともに、

複雑化・高度化する区政課題や、区民ニーズに対応できる組織へと変革する必要がござい

ます。 

 そこで、組織変革の一環といたしまして、今年度策定する区の存在意義、パーパスを定

着させるため、ワークショップなどの浸透策を実施してまいります。 

 こうした取組によりまして、コミュニケーションの活性化や職員同士が協力し合う文化、

信頼関係を重視する組織風土の構築を進め、区民サービスの向上につなげてまいります。 

 説明は以上です。 

○小林分科会長 はい。説明が終わりました。質疑を受けます。 

○大坂委員 今の組織変革の推進のところについて、お伺いをしたいと思います。 

 これは非常に重要な取組なんだろうなと思って見ているんですけれども、昨年の第三回

定例会だったかな、第四回定例会だったか、入山議員の代表質問の答弁で突如、パーパス

という言葉が表れたというふうに認識していまして、非常にそこのところで違和感があり

まして、これは非常に重要な取組だと思ってはいるんですけれども、我々に対する説明と

いうのがない中で、区の存在意義というところが策定されるという流れに今聞こえている

んですけれども、今年策定されているんだと思うんですよね。これ、どういう形で策定に

至ったのか。その策定の方法ですとか、策定されたパーパス。そもそもパーパスって何な

のかというところの説明が全くないんで、その辺りも含めて、ちょっとお願いします。 

○御郷企画課長 こちらは、今年度に、令和６年度に入りまして、これまでの区の職員の

中のチームワーク、それからチャレンジ精神が、ちょっと、なかなか十分ではないといっ

た意識、それから時代の動きが速い中で、個の力も上げながら、組織全体を変えなければ

いけないといったところの意識というところから、組織改革を進めていく、組織変革を変

えていくといった流れになっています。 

 その検討に当たりまして、組織変革という言い方をしていますけども、まず職員の意識

を変えていこうと。職員の意識を変えることによって、だんだんと組織風土も変わってい

くだろうと、改革していくだろうといった形の流れでありまして、職員の意識を変えるに

当たりまして、まず、区の存在意義、パーパスというものを策定していこうと。これが令

和６年度取り組んでいこうといったスケジュール感であります。 

 来年度以降、つくっただけでは、なかなかそれで終わってしまうわけではなくて、それ
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を１,２００人の全職員に浸透、定着させる、そういったフェーズを来年度以降やってい

きたいと思っています。こちらは、なかなか単年度とか、１年、２年で終わるような取組

ではないと思っていまして、それを数年かけてしっかりとやっていきたいと思っています。 

 その取組の中で、これまでの良い千代田区、区役所の組織のいいところの部分は継承し

ながら、新しい価値観、それから文化というものを取り入れながら、いいものにしていき

たいといった形で考えております。 

○大坂委員 ちょっと、やっぱり分かりづらいところがあるんですよね。ちょっと、どこ

から聞いていったらいいのかが、非常にもやもやとしているという状況ではあるんですけ

れども、まず今の段階で、パーパスそのもの自体は、まだ決まっていない。これから、令

和６年度は、残りあと半月ほどありますけれども、そこの中で確定していくということで

よろしいんでしょうか。 

○御郷企画課長 庁内の中では、手続上は決まっておりまして、今度の企画総務委員会、

常任委員会のほうでは報告しようという手続ではありましたけども、今のところ、決まっ

ている形、決まったものは、パーパスといたしましては、挑戦、千代田らしさを私らしく

といった形になっています。 

○大坂委員 そちら、決まったパーパスというのは、今年度は予算が、特にこれ、ついて

いなかったわけですけれども、庁内だけで議論されて、確定したということでよろしいん

でしょうか。 

○御郷企画課長 検討のメンバーといたしましては、各課から、係長以下の若手を中心と

する職員の五十数名から成るサポートメンバーと、あと、管理職のほうは、若手の管理職

５名のコアメンバーといった、管理職の若手５名と五十数名の係長以下の、そういったメ

ンバーで検討を進めてまいりました。 

 で、併せまして、ちょっと私も含めた企画のほうは、事務局と入りながら、なかなかそ

ういう専門的なパーパス、それから組織の風土改革の知識等も持ち合わせていないという

ことで、支援業務として、株式会社コクヨさんのほうに入っていただいております。これ

は予算がなかった中で、一応、企画財政、一般事務費のところで支援をしていただいたと

いった体制でございます。 

○大坂委員 では、ある程度、費用は投入して決めていったということだと思います。若

手の職員を中心に、機運をまた高めていきながら、組織風土を変えていくという取組に対

しては、これはもう全く否定するものではないと思いますし、しっかりと若手のやる気を

引き出すようなことを、企画、人事、それぞれが一丸となって取り組んでいかなければな

らないことだろうというふうに思っているので、取組自体は応援をしていきたいなという

ふうには思っているので、次回の委員会の中での報告についても、期待をして待ってみよ

うかなと思っています。 

 その上でなんですけれども、今回決まったパーパスの浸透に向けて、９００万円をかけ

ていくと。多年度の視点で見ると、令和８年も８００万円ということで、トータル１,７

００万円かかっていく見込みになっていますけれども、これ、具体的にどういうことをや

ろうとしているんでしょうか。 

○御郷企画課長 すみません。今年度は、これ５００万丸々使っているわけではなくて、

その一部でございまして、本当に少額という形で契約はさせていただいております。来年
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度の９５０万余でございまして、これは全部が全部が、このコミュニケーションの活性化

とか、そういった浸透の支援というものをではなく、そのうち７５０万程度でございます。

残りの２００万は、これはまた若手の管理職、これから次世代を担う世代に対する、組織

を牽引していく、そういった管理職向けの少し研修といいますか、そういった機運を高め

ていくというようなリーダー、次世代リーダー向けの形で、ちょっと考えているものでご

ざいます。 

 まず、支援業務の中身、７５０万余でございますけども、これ、プロポーザルという形

で今後やっていく予定でございまして、コミュニケーションとか、帰属意識の向上とか、

そういったものを高めていただくすべ、方法を提案いただこうと思っています。 

 はい、以上です。 

○大坂委員 正直なところ、７５０万円も外部にお金をかけて提案をしていただくことが

正しいのかどうかというのが、非常に疑問があります。やはり若手主体で機運を高めてい

くということであれば、企画課と人事課と一丸となって、内製的にやっていかなければな

らない部分なのかなというふうに考えているんですけれども、そこのところについてはど

うなんですかね。やっぱり企画課、人事課も含めて、人材が足りていないから、こういう

外に出さなければいけないという状況になっているのか。うん。ちょっとそこのところが

分からないです。 

○御郷企画課長 まず、お金をかけてまでというお話、ございました。この、よく、よく

といいますか、すみません、ほかの民間企業、それから国の省庁も、そういったパーパス

とか、あとビジョンとかという名前で、組織の存在意義とか、目指すべき方向というもの

を、ここ数年定めて、それに向かって、社員・職員を駆り立てるというか、組織力を高め

ていくという取組というのは、それぞれ取り組んでいるところでございますけども、この

つくること、こういった今回のパーパスもつくることは、比較的、ステップとしては、フ

ァーストステップになるのか、それで初めてスタート地点に立つのかといったところであ

りまして、定着をさせて、職員の意識を変えていくとか、風土を変えるというのは、本当

にすごくパワーも要しますし、本当に専門的な、そういった方、それから知識、それから

ノウハウも必要かなということでありまして、ほかの民間企業も、一足飛びに、数年です

ぐ改善したというのも、本当にレアなケースかなというふうに受け止めております。そう

いった中でしっかりと、今回の取組というのも、企画、人事ともども、しっかりと進めた

いというふうに思っておりまして、多少、ちょっとお金がかかりますけども、そういった

専門知識の方にしっかりと支援いただきながら、進めていきたいというふうに考えている

ところでございます。 

○大坂委員 こういったパーパス経営というものに関して、ここ数年、いろんな企業で取

り入れられているということは、もう十分存じ上げております。一方で、成功している事

例もある一方、設定だけして、うまく浸透しなかったって、終わっていく民間企業等々も

たくさんあるというのも、これもまた事実だと思っています。 

 私が一番違和感に感じたのが、本区にとって、第４次基本構想を策定したときに、これ、

ある意味、理念的なものとして取り扱おうということで、細かい計画等々立てずに、イメ

ージとして第４基本構想をつくったと認識しているんですね。そうした中で、もう一個、

区の存在意義というものが別の形でつくられてしまうと、これ、ダブルスタンダードにな
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っちゃうんじゃないのかなという疑問があるんですけれども、そこのところの整理っての

は、どうなっているんでしょう。 

○御郷企画課長 今、大坂委員のご指摘、今年度議論する中でも、同じような考え、意見

が出てきました。メンバーの中で出てきました。当然ながら、民間と、また公共という、

国なり地方自治というのも、立てつけが、もう憲法の中で地方自治の本旨が決められてい

るとか、地方自治法の中でも、その存在、運営も決められているといった中で、組織自体

のありようというのは、もう法令で決まっている状況であります。それでまた基本構想の

存在があると。基本構想は、また区全体の、区民と、それから区の中の地域をどうしてい

くかという、２０年の将来像というふうに認識している中で、じゃあ、区の存在意義の立

てつけをどうするかという、そういった議論もございました。やはり、そういった地方公

共団体としてのパーパスの捉え方といたしましては、職員ですね、職員のモチベーション

を上げるような、少し職員向けに傾倒するような形での標榜ということをですね、少し重

きを置いた言葉にしております。その存在自体を職員が聞いて、やる気を出してもらいた

いとか、少し悩んだときに立ち止まってほしいとか、自分の進むべき方向性で何か悩んだ

ときには立ち返ってほしいとか、そういったところでの扱い方にしていただきたいという

ふうに考えております。 

○大坂委員 実際、次回、委員会の中で、どんなものが出てくるかというのは、それを見

させていただいて、またいろいろと意見があるかもしれないというところだけは伝えてお

こうかなとは思います。 

 あくまでも、今現在、区としては、基本構想とは別に、内部の意識の持っていき方だと

か、そういったものにフォーカスを当てたものという意味で、このパーパスを浸透させて

いきたいということだと、今の段階では理解をさせていただきたいと思います。 

 これは非常に重要な取組だと本当に思っています。ただ、一方で、今回のあらましを見

ても、信頼関係を重視する組織風土の構築を進めるというような文言があったりとかする

中で、２年間、トータルで１,７００万円ぐらいを投資をしていかないと、信頼関係がな

い組織になってしまっているのかなというような意味にも取れてしまう部分もあります。

こうした取組、本当に重要だと思いますし、真剣に組織風土を改変していきたいというこ

とであれば、もっと事前に、委員会、区議会のほうにも報告をしていただきながら、一丸

となってやっていかないと、本当に何か若手のガス抜きをしているだけになってしまうと

いうことが一番よろしくないのかなというふうに思っていますんで、設定して進んでいる

以上、やっぱり前に進まなきゃいけないので、そこの辺の決意というか、しっかりと取り

組んでいくというところを改めてお願いいたします。 

○村木政策経営部長 ただいま大坂委員のほうから、パーパスですね、区の組織改革の取

組について、様々ご意見を頂きました。 

 まず、こちらは先ほど企画課長のほうからもご説明がございましたように、区の向かう

目標としては、あくまでも第４次基本構想でお示しした「伝統と未来が調和し躍進するま

ち」でございます。これは変わってございません。今回定めたパーパスは、どちらかとい

うと、どちらかというと、というか、内向きといいますか、職員がどうやってモチベーシ

ョンを上げていくかとか、働き方改革とか、今現在の置かれた人材不足の状況とか、そう

いった状況を踏まえた中で、どうやって仕事を進めていったらいいのか、仕事を進めてい
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くためにはどういうふうな形の進め方がいいのかとか、そのためには職員はどういうこと

を意識すればいいのか、そういうことを考えたときに、区として、職員の向かうべき方向

性、そういったもの、あるいは自分のやっている仕事の意義、そういったものを考えてい

く上での指針といいますか、そういう形で定めたものでございますので、その辺りのとこ

ろはご理解いただきたいと思います。 

 それから、先ほどこれも大坂委員からご指摘がございましたが、定めること、今回、定

める過程で、若手の職員の様々な議論の中で定めてきましたので、そうした中、それ自体

が一つの啓発となったかと思いますけど、民間でいろいろやっているところもありました

ので、民間の力をお借りするという形も取りました。 

 ここも大坂委員からご指摘がありましたけど、この後、どうやって浸透させていくのか、

そこが非常に重要なところだと思います。その辺りのところは、また、今回、次の企画総

務委員会でご報告いたしますけど、また来年度に入りましても、改めて、その浸透具合等

もお知らせしながら、進めていきたいというふうに考えてございます。 

○小林分科会長 米田委員。 

○米田委員 今、大坂委員がやっていただいて、部長が答弁していただいたんで、また次

に報告があるということなんで。ただ、聞いていても、ちょっと分かりにくいかなという

部分はあるんで、次回、しっかり説明していただきたいなと。 

 簡単に言うと、要は古い組織体制を改善して、時代に合わせてアップデートしていくと。

こういう形でいいんですか。簡単に言うと。 

○御郷企画課長 今、米田委員のお話のとおりだと思います。これだけ区民ニーズも多様

化する中、それから社会経済情勢が大きく変化する中で、職員の個の資質、それではなか

なか対応できない、そういった場面も出てくると思います。そういった中での組織力でし

っかりと対応できるような、そういった結束力、帰属意識、そういったものも大事かなと

思っています。 

 これまでも、当然いろいろな、るる研修等も含めて、そういったコミュニケーション力

とか、組織についての捉え方というのも、多々やってきたんですけども、今回、パーパス

というものを定めて、より一層しっかりと、数年かけて取り組んでいきたいといった意識

でございます。 

○米田委員 例えば若手の方が異動されたときに、なぜここに異動したのかとか、そうい

った理由が示されない場合があったりして、退職につながるとか、能力とかスキルに合わ

ないとか、それはもう異動は仕方がないですけど、そういったところを改善していく。ま

た、いろいろ意見を聞いた中で、縦割りの組織を打破するために、そういうふうに挑戦し

ていく。で、役所の方々なんで、失敗してよいとは言わないですけど、失敗を恐れずにチ

ャレンジする。こういったことが含まれていると。簡単に言うと。そんな感じでよろしい

ですか。 

○御郷企画課長 今、米田委員のお話のとおりでございます。そういった異動も含めた仕

事を含めて、やはり縦とのつながり、それから横とのつながり、それがしっかりしていれ

ば、少し捉え方というか、感じ方というのも大分変わってくるかなと思いますし、また、

相談する相手も、それがいない、いても１人とかというところから、数人いれば、また、

そういった気持ちの持ちようというのも変わってくると思います。また、仕事に対する取



令和 7年 3月12日 予算特別委員会 企画総務分科会（未定稿） 

 ２５ 

組につきましても、やっただけ、何でしょう、やりがいを感じるというか、中には、失敗

をしても、それをフォローできるような、そういった体制というのも大事だと思います。

そういった、これまでもしっかりとやっていると思いますけども、これまで以上に、そう

いった個人の資質、それから組織、そういったものを高めていきたいと思っております。 

○村木政策経営部長 ただいま米田委員からご指摘いただきました。委員ご指摘のとおり、

これ、組織を改革していく、区民サービスをより向上させていくために、どういった組織

がいいのか、あるいは職員のやる気を上げるためとか今ご指摘があったような横断的な連

携、それをするために組織風土をどう変えていったらいいのかとか、そういったことを踏

まえた上で職員様々に議論して、今回、こういったパーパスということを定めさせていた

だいておりますので、そこのところはご理解いただきたいと思います。 

○小林分科会長 関連ですか。 

○小野委員 はい、関連です。 

○小林分科会長 はい、小野委員。 

○小野委員 すみません。様々やり取りがあった後なんですけれども、今回、重点政策の

一番下に組織改革の組織変革の推進というところが土台にあって、それをやりながら重点

政策というのを進めていくというところで、あらましで言うと例えば６２ページ、６３ペ

ージにも本件について記載があります。 

 先ほど確かに違和感というのがあって、私も今の部長の答弁で、基本的には第４次基本

構想があって、それを実現するために私たち職員一人一人がどうあるべきかというところ

のビジョンとミッションとバリューというところが、多分、何かちょっと混ざっているよ

うな感じがしますので、委員会報告のときには分かりやすく、ぜひ、まとめていただきた

いなというふうに思いました。 

 それから、内製化という話も出たんですけれども、これは大企業でも外注するようなレ

ベル感の話のことを、これから進めていかれようとしていますので、どういう要件定義で

公募をかけられているか分からないんですけれども、どこを目指して、どういう。 

 例えば、４年後ぐらいには一般の職員の研修の中に内製化をしていくものに考えていら

っしゃるのか、それとも年１で、それをしっかりと掘り起こして、みんなで自分自身と向

き合うような機会を必ずつくっていくのか、それとも庁内でのプロジェクトメンバーとい

うのを立ち上げて内製化につなげていくのか。これ、どういう方向性で考えられているの

か分からないんですけれども、これは本当に一歩間違うとスローガンで終わってしまうと

いう可能性もゼロではないので、ぜひ、しっかりと取り組んでいただきたいなと思いまし

た。 

 ６３ページの関連データ、これ、あくまで一般論ではあるんですけれども、大体、日本

生産性本部は毎年こういうものを発表していて、今年の傾向はこうですとか、若手につい

ても一つ、分かりやすい言葉でよく表現をされたりします。誰もが多分、優先順位は違え

ど、いろんな人から感謝されているとか社会から必要とされているとか、そういう自分自

身の存在意義とか存在価値というところをいかに仕事の中で表現していけるかというとこ

ろは、すごく大事な部分だと思うんですね。 

 そうなっていくと、先ほどおっしゃっていたスローガンに「挑戦」とか「私らしく」と

かありますけど、これは本当に自分としてどうあるべきかというところだと思いますので、
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第４次基本構想があって、それを実現するための自分の在り方というところを分かりやす

く、それぞれの当事者にしっかりとお示しいただきたいなと思いました。 

 ちょっと意見が多いんですけれども、いずれにしても、多分ここに区の存在意義という、

「区」という一言が入っているので少し分かりにくくなっているかなと思いますので、そ

の辺りのところもうまく整理をした上で委員会にはご報告を頂きたいと思っておりますし、

また、外注するのは、私は、これはもうもっともだと思っていますので、やはりそこがど

れだけ真剣にしっかり取り組んでくれるかというところを分かりやすく明文化をした上で、

しっかり酌み取ってもらうということも非常に大事になってきますので、その辺りについ

て、すみません、ちょっと総合的になりますけれども、いま一度、ご認識をお伺いできれ

ばと思います。 

○御郷企画課長 るるアドバイス等を含めてご意見いただきました。ありがとうございま

す。今回の取組自体が、あらましの６３ページに掲載されているとおり、ほかの都道府県

と市町村等でも、少ないんですけれども定めているところもございます。なかなか、先ほ

ども申したとおり、区の基本構想との違いとも、はっきりと分ける整理というのを当方の

ほうではしてきたつもりではございます。ただ、今後の取組につきましては、そういった

専門的な知識のある外部の方から支援を受けながら、しっかりと浸透していく取組という

のをやっていきたいと思っています。 

 今回の取組につきまして、本当に職員の意識が変わらなければ風土も変わらないと思い

ますし、風土を変えるためには職員一人一人がしっかりと変わる必要があると思います。

で、今後のどういった組織を目指すのかというところでありますけれども、将来的には組

織の中に、自分がしっかりと考えて、自分が問題意識を持って、自分がしっかりと仕事に

対して責任を持って取り組める、そういった自分事としてしっかりと取り組める、そんな

職員が組織を牽引していると、そういったところがゴールかなと思っております。ご意見

いただいたものを含めて、しっかりと取り組んでいきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○小野委員 はい。ありがとうございます。 

 ここにも「自律」と書いてあります。自分自身で自律して仕事をする。すごい大事なん

ですけど、私はやっぱりいろんな企業の取組の中で、兆しが共有できるくらいフランクに

話せるというのがすごい大事だと思っています。ですから、自分でやる、自分で責任を持

ってやってくださいというのは、ある種、非常に重たく感じる方もいらっしゃいます。 

 もちろん自分のタスクはしっかりとこなすというのが当然のことだと思うんですけれど

も、その辺りの組織文化というところと、それから、私たちが今まで、これこそが組織人

としてやるべきことというところを、もしかしたら刷新しなきゃいけないぐらいのレベル

の話だと思っていますので、そこも含めて若手と、それから管理職の皆様がいい協力関係

というところをしっかり結べるような、そういう言葉選びというのも大事にしていただけ

ればと思います。 

○村木政策経営部長 ただいま小野委員からご指摘いただきました。最初に、今回、区の

存在意義ということで、こちらをご説明さしあげたんですが、「区」という言葉が行政区

画としての千代田区を指す場合もありますし、地域社会としての区を指す場合もあります

し、それから行政の機関としての区を指す場合もありますし、その他、様々もろもろに使
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われているため、ちょっと分かりにくくなったかなということ、その点は反省しておりま

すので、その辺りのところは先ほど言いました基本構想との混同がないように、誤解を招

かないように、これからしっかりと説明していきたいというふうに考えてございます。 

 それから、こちら、今回こういったパーパスを制定することによって、区の中で職員が

一体となって仕事を進めて区民サービスの向上に努めていけるように、そのためには委員

からご指摘があったような風通しがいいといいますか、そういったことも含めて、今後、

このパーパスを活用すると言うと変な言い方ですけど、これによって区の組織がよりよい

方向に行くような、そういったふうな改革を目指していきたいというふうに考えてござい

ますので、ご理解いただければと思います。 

○小林分科会長 よろしいですか。 

○小野委員 ありがとうございます。 

○小林分科会長 はい、のざわ委員。 

○のざわ委員 関連で。 

○小林分科会長 はい。関連で。 

○のざわ委員 これ、私、伺っておりましてちょっと思い出したんですけれども、昔、大

平総理という方がいて、その方が九つの国家政策研究書というのを自民党では１９８５年

に本として出しているんですけれども、それで書物としては九つに分かれて、国家戦略と

は言いませんけど、実質的な国家戦略論として国はこうあるべきだと。環太平洋構想です

とか楕円の理論とか機能構想とか、山本有三先生のですね、そういうのが出てきた。 

 このときに何をしたかというと、課長さんと係長さんと、本当であれば、あと学識の方

だとか民間の方とか全部を合わせて、首席補佐官の長富祐一郎さんという方がそれを練り

上げていって、その書籍に至ったということで、それを具体的に実施しようとされたらお

亡くなりになって、それが鈴木善幸さん、中曽根さんですか、そんな形でつながっていく

というようなものがあったんですけど。 

 私、ちょっと伺っておりまして、５人の課長さんと五十数名の係長さんが、これはコク

ヨさんの協力を得てやるということで、ここだけ見ておりますと区の組織改革という形の

コミュニケーションという形だけが書いてあるんですけど、もっと思い切った、何か、区

政とはこうあるべきだみたいな議論とかという形を一緒にされても、全く違った感覚で。

それがすぐにできるかどうかは、また別としましても、そういうような一つの大きなチャ

レンジの場としては、すごくすばらしいんじゃないかなというふうに聞いていまして。 

 コクヨさんには、ぜひ大平総理がまとめた、これはなかなか、国会図書館でも多分絶版

になったりして出てこないかもしれませんけど、それを調べていただいて、それを踏まえ

て、それを区の形として現実的な形として議論していただく場として大いに利用していた

だくことをコクヨさんにもお願いさせていただきながら、できれば果実とするものを、ぜ

ひ書籍としてまとめて皆さんに配付していただくような形をすると。 

 ここは、チームワークと個としての資質の向上を図るとともにと、これが１とすると、

複雑化・高度化する区政課題や様々な区民ニーズに対応可能な組織への変革をしていくよ

と。この二つに分けると、後半部分で区政とは今後はこういうふうにあったほうがいいと

いうのを５名の課長様、五十数名の係長様と大いに新しい政策を出していただく場という

ふうに考えると、非常に合理的なお値段になってくるのかなというふうに勝手に個人的に
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考えていたんですけど。それでも、ベースとしては、やはり町会、商店街、地元の方々の

組織を大事にするという示唆を押さえながらの中でのご議論をしていただけたらというふ

うに思っているんですが、いかがでしょうか。 

○御郷企画課長 すみません。今お話しいただきました区政、政策立案というイメージで

の区政の議論というものは、今後、例えば働き方とか働きがいとか、そういった議論の中

で、例えば自分の担当している仕事を振り返って、それについて議論するとかということ

はあるかもしれませんが、この場では、パーパスの浸透の例えばワークショップをすると

かというところでは、政策立案というのはなかなか難しいかなと思っています。ただ、ま

た、政策立案まで行かなくても、働きがいを持っての議論ということはできるかなと思っ

ています。 

 あと、来年度の業者につきましては、これからプロポーザルをやりますので、まだ決定

しておらないということでございます。 

○村木政策経営部長 度々申し訳ございません。 

○小林分科会長 まとめてやったらいいですよ。 

○村木政策経営部長 今、のざわ委員からご指摘いただきました。先ほどもご説明しまし

たが、今回のこの取組は、区の職員がどうあるべきかとか、仕事をどういうふうに進めて

いくかとか、職員の意識としてどうあるべきかとか、そういったところでございますので、

区の政策としてどうするかという、それはまさにこういう場で話し合うべきことだと我々

は認識してございますので、そのところはご理解いただければと思います。 

○小林分科会長 よろしいですか。はい。 

 それでは、ほかに、今、企画財政費の１、２、３の３まで行きますけど、ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 はい。それでは、目３の企画財政費の調査を終了いたします。 

 それでは、午前中、この程度で休憩します。 

午後０時１４分休憩 

午後１時２０分再開 

○小林分科会長 委員会を再開します。それでは、午前中に続き進めたいと思います。座

らせてやらせていただきます。 

 次に、目４、会計管理費、予算書２３２ページから２３５ページです。 

 執行機関、説明はありますか。 

○大矢会計管理者 特にございません。 

○小林分科会長 ない。はい。 

 それでは、委員からの質疑を受けます。ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 なし。はい。それでは、会計管理費の調査を終わります。 

 次に行きます。目５、施設経営費、予算書２３４ページから２３５ページ。 

 執行機関のほう、説明はございますか。 

○小林財産管理担当課長 それでは、予算説明書２３５ページ、予算（案）の概要１５７
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ページの旧箱根千代田荘、軽井沢少年自然の家の解体についてご説明させていただきます。 

 本件につきましては、昨年１２月２５日の企画総務委員会で、両施設において再活用の

検討の結果、既存建物の活用は困難であり、また庁内需要もないことから、維持管理経費

を考慮し建物を解体することを決定した旨のご報告を差し上げたものですが、各施設の解

体設計経費として、旧箱根千代田荘で２,４００万円、軽井沢少年自然の家で１,６００万

円、計４,０００万円の予算を計上しております。 

 １２月の委員会でもご報告さしあげましたが、多額の維持管理経費がかかっていること

から、まずは建物を解体し、土地の活用策については財産活用の視点なども含めて幅広く

検討してまいりたいというふうに考えているところでございます。 

 ご説明は以上になります。 

○小林分科会長 はい。説明が終わりました。委員からの質疑を受けます。 

○大坂委員 今の旧箱根千代田荘と軽井沢少年自然の家の解体、５番と６番、両方一括で

確認させてもらいます。今回の予算は、これは解体の設計と解体工事そのものも両方とも

含まれているということですか。設計だけ。 

○小林財産管理担当課長 今回の予算については、解体の設計経費のみになります。 

○大坂委員 見込額のところが０だったもので、全てこのまま収まるのかなと思ったんで

すけど、そうではないと。であるならば、まず、箱根のほうが設計費用が大きくなってい

るというのは、これは何か理由があるのか、特にないのか、いかがでしょうか。 

○小林財産管理担当課長 事前に見積り等を調査した上で予算を計上しておりますが、立

地とか建物の状況、そういったものの両施設の置かれている状況がそれぞれ異なりますの

で、そういった条件とか状況の差異によって費用の差が出ているという形になります。 

○大坂委員 分かりました。 

 で、実際、じゃあ、解体は来年度ということになっていくわけなんですが…… 

○小林分科会長 再来年度。 

○大坂委員 ああ、再来年度。すみません。失礼いたしました。令和８年度以降、解体工

事が進むと。その後、更地になって、どのような形でも建物が建てられるようになるとい

うところなんですけれども、一方で、両方の土地の活用の方針というものについては、そ

れぞれ今までも長いこと議論をしていく中で、ある程度、こういった形で活用していきま

しょうという方針は決まっていると思うんですけれども、その辺の認識はいかがでしょう

か。 

○小林財産管理担当課長 今後、民間等への調査を行うなどしながら、財産活用も含めた

幅広い検討を行っていくということを考えておりますけれども、今、委員おっしゃってい

ただいたとおり、両施設とも、これまで議会等の議論なども踏まえますと、様々な検討は

あると思いますけれども、そういった議論というのも踏まえていく必要があるというふう

に認識しております。 

○大坂委員 これまでの流れを踏まえていかなければいけないというところもあるし、一

方で、時代の流れとともに、そういった施設が本当に必要なのかどうかというのを改めて

検討していく必要も、それは一方であるとは思っています。であるならば、解体するのは

解体するで、もう解体するのが決まっているわけですから、解体した後、どうするのかと

いう検討というのは、もう今すぐにでも始められると思うんですけれども、その点につい
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てはいかがでしょうか。 

○小林財産管理担当課長 軽井沢少年自然の家に関しましては、教育施設としての活用用

途がないということで、今般、政策経営部において活用検討のほうが移ってきたという形

になります。 

 箱根千代田荘については、建物解体を予定していますけれども、こちらは引き続き地域

振興部で様々な用途を幅広く検討していくという形になりますので、今すぐにでもという

話ですけど、引き続き検討する事項もあるのかなというふうには考えております。 

○大坂委員 この件に関しては桜井委員のほうから資料要求も出ているというところで、

総括のほうで、部門をまたぐところもありますので、そこで議論はされると思うんですけ

れども、検討自体は今すぐにでも進んでいけると、これからも継続してやっていくという

ことでよろしいんですかね。 

○小林財産管理担当課長 はい。委員おっしゃるとおり、これから引き続きになるんです

けれども、精力的に検討のほうを進めていきたいというふうに考えております。 

○小林分科会長 いいですか。 

 のざわ委員。 

○のざわ委員 今の関連でございます。旧箱根千代田荘、軽井沢少年自然の家。これは、

まず、軽井沢少年自然の家のところは、お伺いするところによると、元区議会議員の方が

寄附をされたというところがございまして、これはとても大切なポイントだと思っていま

す。どういうふうに大切かと申しますと、まず、民間の私たちからしますと、建物を壊す

と固定資産税が上がっちゃうんで、売却を前提に、今後の資産活用も含めながらというふ

うにご回答を２回頂いていますけれども、というふうに思ってしまうところもあるんです

が、先ほど申し上げましたような寄附をされた方のお気持ち。 

 私は、あと区民の方から、多くの方からは売却はしない形での活用をご検討いただけな

いかという声も多く頂いておりますので、例えば、今、お隣の区で私の知り合いとか多く

の方で所有しているちょっと大きめの５００平米ぐらいのところは、一般財団に入れて、

それを７０年賃借とか。それも、民間に貸さなくても、例えば東京大学ですとか、勝手に

その人が考えているんですけど、官公庁にマイナスにならないような運用の仕方でもいい

と。資産を保持したいという方もいらっしゃって、そういう形の運用も私の周りは増えて

いるのかなというふうに思いますので。 

 活用の中に、私は売却ということのない運用を考えていただきたいんですが、売却とい

う視点はあるのでしょうか、ないのでしょうか。よろしくお願いします。 

○小林財産管理担当課長 先ほどの議論、質疑の中でもあったかと思いますけれども、こ

れまでの議会等の議論なども踏まえる必要もあると思いますし、社会状況の変化など様々

な要因があるかと思っています。今後、民間等への調査を行うなどしながら財産活用を含

めた幅広い検討を行っていきたいと考えているというのは、先ほど申し上げたとおりでご

ざいます。 

 これまでの経緯・経過、そういったものを踏まえると、売却という選択肢については現

時点では可能性は低いのかなというふうに思っておりますけれども、売却ありきとか賃貸、

貸付けありきといった考え方は今はありませんので、幅広く様々な可能性を検討していき

たいというふうに考えているところでございます。 
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○のざわ委員 ありがとうございます。ぜひ売却のない方向でご検討いただきたいんです。 

 あと、民間もそうなんですが、できましたら、別にもうからなくてもプラスになればい

いという考え方から、地方公共団体等と、何ですか、大学でしょうか、いろんな形のとこ

ろも含めた幅広いヒアリングの中で検討していただくというのもいいのかなと。民間にも

という言い方をしたので、民間及び公官庁等々、大学、いろんな公共施設等々という視点

も入れていただけたら、もう入っているとは思うんですが、と思うんですが、いかがでし

ょうか。 

○小林財産管理担当課長 先ほど民間等というふうに申し上げたんですけれども、こちら

のほうには地元の自治体、長野県や軽井沢町というところもありますので、そういったと

ころにもヒアリングをしながら活用方法というのを探っていきたいというふうに考えてい

るところでございます。 

○のざわ委員 よろしくお願いします。 

○小林分科会長 ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 はい。それでは、５、６については終了します。 

 そのほかで、この目で質疑はございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 いいですか。はい。それでは、目５、施設経営費につきましては調査を

終了します。 

 次に、目６、情報管理費、予算書２３４ページから２３７ページまでです。 

 執行機関、説明はございますか。 

○小菅デジタル政策課長 それでは、目６、情報処理費のうち、予算書２３７ページの７

番、デジタル化の推進に関しまして、デジタル推進担当課長所管分も含めまして私のほう

からご説明申し上げます。予算（案）の概要のほうは、１５９ページ、１６０ページとな

ります。 

 ＤＸにつきましては、令和４年４月にＤＸ戦略を策定しまして取組を進めてまいりまし

た。今年度、ＤＸ戦略の改定を進めておりますが、令和７年度から新たなＤＸ戦略の下で、

より一層ＤＸを推進してまいります。 

 ＤＸ戦略の重点方針と併せまして、今回事業を再編しまして五つの事業としております。

特にポイントとなる箇所だけ申し上げますと、１の手続きの利便性向上ではオンライン手

続の拡大、２の地域のスマート化の推進では、区民参加型ワークショップですとかデジタ

ル地域通貨の活用可能性の検討など、地域と共に進めるデジタル化を進めてまいります。

３のデジタル化の推進に向けた環境整備のほうでは、職員の生産性向上に向けて生成ＡＩ

の活用やワークプレイス変革などに取り組んでまいります。また、デジタルチャレンジ支

援につきましては、これまで同様、スマホ教室などを引き続き行うだけではなく、継続的

な相談体制として簡単・気軽にビデオ通話で相談できる窓口のほうを設置してまいりたい

と考えております。 

 説明は以上です。 

○小林分科会長 はい。説明が終わりました。（発言する者あり）はい。情報システム課

長。 
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○吉田情報システム課長 それでは、情報システム課の拡充事業であります、予算書２３

４、２３５ページにございます全庁ＬＡＮの保守管理、情報セキュリティ対策の推進につ

いてご説明いたします。 

 まず、全庁ＬＡＮの保守管理につきましては、予算（案）の概要１５８ページ、事務事

業概要は１１２ページになります。 

 全庁ＬＡＮシステムにつきましては、令和６年度から業務端末、主要な業務システム、

情報資産などをインターネット系に配置するベータダッシュモデルに移行し、インターネ

ットへの直接接続、クラウドサービスの活用、同一セグメントでの業務完結が可能になる

などセキュリティ対策を強化しつつ、効率的な業務が可能となる環境を整備しております。 

 令和７年度は、今年度策定予定の電子ファイルの取扱いに関する統一的な管理ルールを

定めた電子文書管理ガイドラインを踏まえて、電子ファイルをクラウド上で効率よく管理

できるクラウドストレージサービスを活用することを予定しております。これによりまし

てセキュリティ対策の強化を図り、情報資産を適切に管理するとともに、策定予定のガイ

ドラインを遵守しながらも職員の負担なく効率的な業務遂行が可能になるような環境を構

築してまいります。 

 次に、情報セキュリティ対策の推進について、予算（案）の概要１５８ページ、事務事

業概要１０６ページになります。 

 こちらにつきましては、これまで情報セキュリティ対策は、個人情報保護、情報セキュ

リティの研修やインシデントの発生を想定した訓練、内部・外部委託先を含めた監査、ウ

ェブサイトのセキュリティ診断等を行うなど、組織的、人的、技術的な対策を行ってきた

ところです。令和７年度につきましては、情報インシデントが発生した際に専門的な知見

を生かした調査や分析、発生予防策の立案を行える体制を整備したいと考えております。 

 また、少なからず発生しているヒューマンエラーにつきましても、具体的な事例を交え

た研修を実施するなどでインシデントに対する職員の意識醸成と発生抑制に努めてまいり

たいと考えております。 

 説明は以上でございます。 

○小林分科会長 はい。説明が終わりました。委員の皆様からの質疑を受けます。 

○米田委員 明日、ＤＸの特別委員会があるんで、そんなにやるつもりはございません。

全庁ＬＡＮのところなんですけど、ガバクラに移行してやっていくということで、６年度

に採択されて７年度は試行的にやっていく、また移行の準備をしていく、で、エラーがな

いか、あるかというのを確認していくと思うんですけど、それで間違いないですか。 

○吉田情報システム課長 委員おっしゃられている、基幹システムの標準化のお話かと思

います。事業としては総合住民サービスのリプレースということになります。６年度につ

いては先行自治体ということで、今、ガバクラの構築のほうを進めておるところでござい

ます。また、ガバクラへのネットワークの設計等を構築しているところでございます。７

年度につきましては、仮にデータ移行し、運用テスト、連携テスト等々をしながら全職員

の操作研修など、あとリハーサルですね、なども行いながら、来年度中の完全移行という

のを目指してスケジュールどおりに進めているところでございます。 

○米田委員 すみません。じゃあ、事故のないようにやっていただきたいなと思います。

他の自治体でも、いろんなことが出ていると聞いています。そういった自治体と連携して、
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どういったエラーが起きているかとか、この部分はこう合わないとか、あると思いますの

で、しっかり取り組んでいただきたいなと思います。 

 あと、全庁ＬＡＮなんですけど、ベータダッシュモデルにすると電子文書管理に移行し

ていくと。ガイドラインを今年度作成して、７年度、それにはめていくということになる

と思います。紙媒体から文書になっていくのかなと思っております。その中での注意点と

いうのは多々あると思うんで、その辺の注意点というのをお聞かせいただけますか。 

○吉田情報システム課長 これまで国から示された業務環境としては、マイナンバー系、

ＬＧＷＡＮ系、それからインターネット系ということで３層分かれている中で、情報資産

が至るところに言い方はあれですけれども散在していたというところがございます。そう

いった散在したものを、こういったクラウドサービスのストレージのサービスに集約する

ことで一元管理をしていくというようなことを考えております。 

 一方で、こういったクラウドサービスを使うことで、例えば外部の事業者とのコラボレ

ーションが容易にできたりですとか、あとは情報の流出の可能性というのもセキュリティ

上あるんですけれども、やっぱりそこはしっかり、クラウド上、守っていかなければなら

ないということもあろうかと思います。 

 そういった意味では、職員のそういったクラウドを利用することの知識をつけていくと

いうようなことに加えて、サービス内でできるそういったセキュリティ対策ですね、例え

ばファイルの暗号化だとか、そういうものをしっかり設定を入れて管理していくというよ

うなことが重要になってくるかと思っております。 

○米田委員 まさに、セキュリティ対策が重要になってくると私も思っております。そこ

で、情報セキュリティ対策の推進になってくると思うんです。いわゆる区では、いろんな

委託とか、もっと言うと、いろんな方々とのメールのやり取りとかがあります。直接セキ

ュリティ対策で区がやられるということは、僕は少ないのかなとは思っております。そう

いうところを経由してやられるパターンが多いのかなと思います。そういった対策につい

ては、どのようにお考えですか。 

○吉田情報システム課長 区が直接ではなくて、区の委託先ですとか指定管理の先が攻撃

をされて、区のほうに影響があるんではないかというお話かと思います。そういった意味

では、区のほうでは各指定管理とか委託先が持っているウェブサイトのセキュリティ診断

を毎年やっているところでございます。この状況をお伝えしますと、昨年度、緊急度の高

い脆弱性が３件あったものが１件に減っていると。今年度、中程度の脆弱性が２２件から

１６件に減っているということで、情報システム課としても対応状況等を常に報告を受け

ながら技術相談などの支援を行っている中で、そういった外部委託先のセキュリティとい

うものの担保というものも、きちんとできるような支援をしっかり行っているところでは

ございます。 

○米田委員 では、来年度も引き続き、これはしっかり見ていくという形かなと思います。

ただ、外部委託先はしっかりしたところなんで、そういった対策も区が見ているとは思う

んですけど、いわゆる何らかの応募とかで小規模事業者、個人から電子文書とかメールと

かが入ったときに、そこからやられるというパターンがあります。そういったところの対

策については、来年度、どのようにお考えですか。 

○吉田情報システム課長 今、国のほうがセキュリティポリシーのガイドラインを改訂し
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てきた中で、業務委託先のセキュリティのチェックをしっかりしなさいということで強化

策を打ち出してきております。 

 で、これからどうしていくかというのを来年度決めていくんですけれども、例えば個人

情報ですとか、そういったものを委託先に渡す際に、契約時、契約中、契約後ですね、そ

ういったところで、どういう対策ができているかだとかのチェックする基準等を定めて、

委託先のそういうセキュリティもしっかり担保していきたいということは考えております。 

○米田委員 そこができているところは、僕はいいんですよ。そうじゃないところといろ

んなやり取りをするパターンが出てくると思うんです。そういったときの対策はお考えで

すかというのをお聞かせいただきたい。 

○吉田情報システム課長 相手方からの例えば脆弱性をもって連絡等を取り合っていると

きに、こちらに影響が来てしまうというようなケースもあるかと思います。それにつきま

しては、やはり今、境界防御型として、いわゆるローカルな部分のセキュリティについて

はしっかりガードしているので、そこは大丈夫かなと思っていますけれども、インターネ

ット側に出た先についてのセキュリティをどうしていくかということが今後重要になって

くるのかなと思っております。 

 そこにつきましては、今、国も示しておりますゼロトラストセキュリティですね、全て

を信用せずに、各個人がアクセスするごとに認可、許可するというような仕組みで今後セ

キュリティをやっていこうという流れになっておりますので、その辺の考え方も取り入れ

て、区全体として外部からのそういったセキュリティの危険性に対して対処していくとい

うような環境はつくっていきたいということで、現在検討しているところでございます。 

○米田委員 しっかりやっていただきたいなと思います。今年度もやっていただいたか、

昨年度かも分からないですけど、やられたときの訓練、これに対しても来年度、どう取り

組むかをお聞かせください。 

○吉田情報システム課長 例年、インシデントが発生した際の研修というものを行ってい

るところでございます。６年度、今年度につきましても、個人情報ファイル簿を作成して

いる管理職２８名の方に参加して訓練を行ってきたところです。訓練のアンケートを取っ

たところ、やはりよい評価を受けておりまして、定期的に行うべき、また職層を広げて係

長級ですとか担当も含めて受けたほうがいいんじゃないかというような意見を頂いており

ますので、そういう視点も含めて、インシデント対応の訓練については幅広く実施してい

きたいと現時点では考えているところでございます。 

○米田委員 じゃあ、来年度もしっかり、引き続き大丈夫という認識でよろしいですか。 

○吉田情報システム課長 はい。 

○米田委員 はい。じゃあ、来年度もしっかり、また、いろんな対策が新しいのが出てき

ます。あと、委託先とかデベロッパー任せにならないように、しっかりコントロールして

いくのが僕は一番最後は大事だと思うんです。その辺について、お聞かせいただけますか。 

○夏目デジタル担当部長 いろいろありがとうございます。委員のほうから最初にご指摘

のありました委託先、サプライチェーンのセキュリティ対策ということに関しましては、

今、自治体、非常に強い関与を求められております。ですので、こちらについては来年、

セキュリティ対策の一環で強化していくというふうにしております。 

 また、ベータダッシュ環境、これはインターネット環境の中で業務をしていくというこ
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とで、効率化が図られる半面、やはりセキュリティ対策が非常に重要になってきます。冒

頭お話のありました電子文書ですね。電子文書というのは非常に業務の効率化に資するわ

けですけども、一方で漏えいした場合の拡散のリスクというのが各段に高まるというのも

ありまして、そういう面でもセキュリティ対策というのは重要です。 

 ですので、我々、今回、いろいろなデジタル化を進めたり庁内の業務もシステム化を進

めるわけですが、セキュリティがやはり一番大事だと思っておりますので、ここについて

はしっかりと進めさせていただきたいと思います。 

○小林分科会長 はい。 

 ほかにございますか。 

○大坂委員 ２３７ページの７番のデジタル化の推進の部分に入っちゃいますけれども、

よろしいですか。 

 端的に二つ、２項目ぐらいなんですけれども、一つが仕事のあらましの１５９ページの

ところの手続の利便性向上ですね。千代田区のＤＸ戦略自体が３年間を終えて、次の改定

に入っていく中での取組だと思うんですけれども、下段のところ、「また、窓口でのキャ

ッシュレス決済の拡大やオンライン決済の対象拡大、区民に何度も書かせない取組みなど、

区民一人ひとりが自分に合った方法を選択でき、誰もがデジタル化による恩恵を享受でき

る取組みを進めます。」と。これは非常に大事な取組だと思うんですが、一方で、窓口で

のキャッシュレス化の決済の拡大というのが、まだ完全に終わっていないのかなというと

ころを感じるんですけれども、この進捗状況というのはいかがでしょうか。 

○小菅デジタル政策課長 ただいまご質問いただいた窓口キャッシュレスの状況につきま

しては、現在、総合窓口課、それから各出張所の窓口でのみキャッシュレス決済に対応し

ているという状況でございます。 

○大坂委員 であれば、この庁舎と出張所に関して、様々な料金の納入に関しては全てキ

ャッシュレス化はできていて、ほかの例えば子ども園の中での何かお金のやり取りだった

りだとか、そういった部分がまだ残っているとか、そういう認識でよろしいんでしょうか。

業務の中で、どういう、できている、できていないという区分けがあるのか。 

○小菅デジタル政策課長 キャッシュレス決済につきましては、窓口でお支払いいただく

ときのキャッシュレス、それから、そもそも区役所に来ずにオンラインで支払う方法のキ

ャッシュレス、この二つがあるかというふうに思います。まず、窓口キャッシュレスにつ

きましては、やはり区民の窓口となる総合窓口課、それから出張所でスタートしようとい

うところで始めたのがきっかけでございます。その後、拡大のほうはしていない状況にな

ります。 

 ただ、ＤＸ戦略の新しいＤＸ戦略のほうでも、キャッシュレスにつきましては、もうど

のお店に行っても対応している状況ですので、もう基本的なインフラ整備に近いかなとい

うふうに考えております。そのため、今後につきましては、基本的にはどの窓口でもキャ

ッシュレス対応ができるようにしていきたいと考えておりますが、やはり支払いの性質上、

キャッシュレス対応することで手数料というものも発生してまいりますので、性質上、キ

ャッシュレス対応することがいいのか。また、かなりこう金額が大きいと、その分やはり

手数料もかかってくることになりますので、そういったものがいいのかですとか。また、

現在別途進めているワークプレイス変革のほうで、例えば６階の窓口を一つに集約するだ
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とか、ちょっとそういったところともセットで考えていかなければいけないというふうに

考えております。 

 先ほど申し上げました方針と今申し上げました課題を踏まえまして、来年度につきまし

ては、少し庁外施設の、保健所をはじめ庁外施設のところで、少しずつにはなるかもしれ

ませんけれども拡大のほうを考えております。 

 また、もう一つのオンラインでの決済のほうにつきましては、今年度、いっとき預かり

の支払いにつきましてオンライン決済のほうを進めております。こちらにつきましても、

来年度以降考えておりますオンライン手続の推進、申請だとか予約のオンライン化と合わ

せて、どういったものを優先的に、どういう手順で広げていくのか考えながら、窓口もオ

ンラインの決済のほうも、いずれも進めていきたいというふうに考えております。 

○大坂委員 ありがとうございます。今、課長の答弁にあったように、本当に今、オンラ

インもそうですけれども、キャッシュレス化というのは、個人のお店でも端末をちょっと

導入すればすぐに対応できるし、例えばレジのシステムとかポスシステムと連動しなくて

もキャッシュレスでお支払いが可能というお店も出ておりますので、簡単に導入すること

はできると思います。 

 一方で、手数料の関係ですとか様々な観点から、まだキャッシュレスが本当に適してい

るのか、適していないのかという整理が必要だということも分かるんですけれども、そう

いった整理も含めてしっかりとしていただいた上で、もうこれが最終地点だよねというと

ころまでやっぱり行けると思うんですよ。あと、もう本当に数年で。そこのところまでし

っかりと踏ん張って頑張っていただいて、これが千代田区の中では最終到達地点だよとい

うところまでは行けると思いますんで、その対応をよろしくお願いします。 

○小菅デジタル政策課長 今回、ＤＸ戦略を改定いたしまして、基本的には３年間の中で

申請、予約、支払いにつきましてもオンライン化、キャッシュレス決済というのは対応し

ていこうというふうに考えております。その中で、先ほどの手数料のほかにも、じゃあ、

事務の流れがどうなるかだとか、幾つか課題はあると思うんですけれども、目標としては

今申し上げたとおりですので、しっかりと進めていく方向性でやっていきたいというふう

に考えてございます。 

○大坂委員 次に、何度も書かせない取組ですね。こちらのほうも様々な整理が必要だと

いうのは十分、分かっているのですけれども、現在の進捗状況についてはいかがでしょう

か。 

○小菅デジタル政策課長 何度も書かせない取組につきましては、現在、まず一つは、万

世橋出張所のほうで移動受付、転入の届出の際の受付を転出証明書を利用して書かせない

という取組ができないかというところで試行的に実施しているのが一つございます。また、

本庁舎の一部において、マイナンバーカードを入れますと名前だとか住所だとか基本的な

情報が印字された形で申請書が出てくるといったものも、試行的にはなりますけれども実

施しているところでございます。 

○大坂委員 こちらも様々整理が必要かと思いますけれども、しっかりと進めていただけ

ればと思います。 

 もう一点が４番目のデジタルチャレンジ支援、これは誰も取り残さない取組ということ

で、区のＤＸ戦略としては欠かせないものだというふうには認識はしているんですけれど
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も、この予算の内訳というのはどうなっているんでしょうか。 

○小菅デジタル政策課長 デジタルチャレンジ支援につきましては、予算が約１,５６０

万円ございます。そのうち１,１００万円につきましては、スマホ講習会、相談会等の委

託経費になってございます。残りの４５０万ほど、４６０万円ほどにつきましては遠隔相

談窓口の設置といったところで、来年度、新たに始めるビデオ通話などでスマホの使い方

だとかが相談できる窓口設置の費用という内訳になってございます。 

○大坂委員 勉強会、講習会みたいなものが大半を占めているということだと思いますが、

これは参加率とか現在の状況、回数、効果を含めて、どうなんでしょうか。 

○小菅デジタル政策課長 今年度がですね、実施が、講習会のほうが計１８回実施してお

ります。相談会が３０回実施しております。また、体験会を含めたイベントとして９回ほ

ど実施しているところになります。 

 こちらの参加率につきましては、講習会、相談会につきましては８割を、そうですね、

参加申込み、申し込みいただいて欠席された方とかもいらっしゃいますので、申込み者ベ

ースで言いますと、定員に対する充足率としては８割前後の参加を頂いている状況になり

ます。 

 少し、今年度、新たに体験会ということで、例えば、スマホのゲームアプリを通してス

マホの楽しさだとか興味を持ってもらうというような取組を始めたりですとか、あとは散

歩イベントとして、単純に、ただ単に建物の中でスマホをいじくるだけではなくて、実際

に外に出て地図アプリを見てみたりだとか、そういった散歩イベントもやっているんです

けれども、今のゲームイベントのほうは少し参加率が低くて５割程度の参加率、散歩イベ

ントにつきましては８割ほどの、定員が少ないんですけれども、８割ほどの申込みを頂い

ている状況になっております。 

 特に講習会、相談会につきましてはアンケートを頂いているんですけれども、満足度と

してはかなり高くて、満足したという回答が９５％以上、いずれもご回答いただいている

という状況になってございます。ただ、一方で、なかなか１回だけでは使えるようにはな

らないですとか、あとは講習会の内容がレベルがちょっと高かったもあれば、レベルがち

ょっと低かったというような意見もございます。また、自分の持っている機種と違う機種

の話なので、ちょっと自分の機種に置き換えたときになかなか使えるか不安だとか、様々

なご意見を頂いているというような状況になってございます。 

○大坂委員 まだまだ需要はあるのかなというようなところだと思います。正直、大分、

世の中にスマートフォンが浸透してきて、こういった寄り添うような形のものというのは

少しずつ区の仕事じゃなくなってくるのかなというような印象も持ってはいたんですけれ

ども、そういった形でまだまだ必要だということであれば、様々検討していただいて、し

っかりと対応していくということも必要なのかなと今感じました。 

 一方で、今回、ビデオ通話によるオペレーターの操作方法というのを新たに導入されて

いるんですけれども、実際、これ、スマートフォンの使い方が分からなくて庁舎に来られ

る方がビデオ通話という形で本当に使い方が分かるのか、納得してもらえるのか、できる

ようになるのかというのが非常に疑問があります。正直なところ、ここも対面でやったほ

うがいいんじゃないかというふうに思っていまして、その辺の検討というのは、どういう

形で今回、ビデオ通話になったんでしょうか。 
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○小菅デジタル政策課長 まさにおっしゃるとおりでして、今回、コールセンターでの本

当に簡単な使い方の相談であれば、コールセンターでも今年度対応しているところなんで

すけれども、やはりここはそんなに件数が多くなくて、やはり電話だけではなかなか分か

らないと。やはり対面での相談というのが一番なのかなというのは、委員ご指摘のとおり

かというふうに思います。そのため、講習会、相談会を見ましても、相談会のほうが充足

率としては高いというのも、そういった面が出ているかと思います。 

 そのため、今年度につきましては相談会３０回というところで多めに取っているんです

けれども、様々なご意見を伺っても、ふとしたとき気軽に相談できる体制、相談できる場

所があると助かるというようなご意見も頂いている中で、なかなか、どこまで相談会の回

数を増やすか。じゃあ、本当に専用の相談窓口をつくるかというところも検討はしたんで

すけれども、実際、サービスとして来年度想定している、オペレーターにスマートフォン

の操作方法を相談できるというようなものもございましたので、一旦こういうのをやって、

継続的な相談体制としてやってみようと検討を始めまして。 

 その中身を見ますと、パネル自体は本当に「相談する」というのを押せばオペレーター

につながる形になっています。その上で、自分のスマートフォンに線を挿しますと、ご自

分のスマートフォンがオペレーターと画面共有ができる形になっているので、電話よりは

相談しやすいというところを踏まえて、次年度につきましては、ちょっとこういう対応を

していきたいというふうに考えています。 

○大坂委員 新たな取組という形で実際やってみて、どうなのかという検証も必要かなと

は思いますが、一方で、これは５００万ぐらい余がかかっているわけですよね。であれば、

もう少し積めば庁舎が開いているときに常駐で専門の人が置けるんじゃないのかなという

ぐらいの予算感があるというのも一つあるのかなというふうに考えますんで、実際、それ

でうまくいって皆さん使えるようになるということであれば、それは問題ないんですけれ

ども、実際に運用していく中で、そういった手厚く、もうちょっと手厚く、窓口設置とい

う方向も金額的にはそんなに変わらないんだよというようなところで検討していただける

とありがたいかなと思います。 

○小菅デジタル政策課長 次年度、令和７年度につきましては、現在まだ調整中ですけれ

ども、かがやきプラザのほうに、高齢者の方が多く集まるかがやきプラザのほうに設置を

したいと考えております。その中で、こういった機器が置いてあることでデジタル機器と

いうところにご興味を持っていただくという側面も、大きくはないと思いますけれども、

あるかと思います。 

 令和７年度につきましては、こういった取組をさせていただきながら、その取組状況も、

どれぐらい使われるのか、しっかりとスマホの使える相談体制としてどうなのかといった

ところも検証させていただきながら、今ご提案いただきました、では、やはり人の相談窓

口を設置した場合の経費と併せて、今後、研究・検討のほうはしていきたいというふうに

思います。 

○小林分科会長 これ、常設の窓口、ビデオ通話、何か所。１か所。 

○小菅デジタル政策課長 来年度は１か所です。はい。 

○小林分科会長 大坂委員、いいですか。はい。 

 入山委員。 
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○入山委員 じゃあ、関連で。すみません。 

 もう様々質問があったので、もう簡単に。２番の「令和７年度は、令和６年度にデジタ

ル活用提案制度を実施した際に寄せられた課題をはじめとし、地域の様々な課題について、

地域とともに考える」とありますけど、どのような課題が一番あったのでしょうか。 

○小菅デジタル政策課長 デジタル活用提案制度のほうで約１００件、具体的には９５件

のご提案を頂きました。かなり多岐の提案を頂いておりまして、ちょっと今、手元に具体

的にはないんですけれども、例えば、地図アプリを使って公衆トイレですとか喫煙所です

とか、公共的な施設はもとより様々な機能を一つの地図アプリにまとめてはどうかですと

か、あとは商工ですとか観光に関するご提案、また、生活の中で独り暮らし高齢者の安全

を守るというところからのご提案ですとか、本当に多岐様々なご提案を頂いたというとこ

ろになってございます。 

○入山委員 かなり面白い課題がいろいろあるのかなと思って、これは貴重な資料なのか

なと思います。何か、これ、特にまとめるというか、それについて課題を出して、区とし

て何か進めていくというものは、その中に、課題の中にありますか。 

○小菅デジタル政策課長 失礼いたしました。令和６年度にデジタル活用提案制度を実施

いたしまして、ＤＸの特別委員会のほうではご報告させていただいていたんですけれども、

９５件の提案を頂きまして、庁内審査、それから区民投票を経まして、２提案を採用提案

として決定しております。その２提案につきましては、それぞれの所管課のほうで事業化

を検討いたしまして、今回予算案として盛り込んだ上で、予算案として提出をさせていた

だいているというところになります。 

○入山委員 すみません。もう既にされているということで、ありがとうございます。 

 デジタル地域通貨、デジタルポイントについては、どういったものでしょうか。 

○小菅デジタル政策課長 地域のスマート化ということで、これまでは行政手続のオンラ

イン化、区役所とのやり取りをオンライン化しようですとか、行政内部の事務を効率化し

ようと、デジタル技術を使って効率化しようといったところを中心に進めてまいりました。

新たなＤＸ戦略につきましては、デジタル技術を使って区民の生活そのものを向上してい

ける、住みやすくしていけるという取組を進めていこうというところで地域のスマート化

を掲げております。 

 その中で、少し前にも注目されていますけれども、地域通貨については注目されていま

すけれども、デジタル地域通貨、デジタルポイントということで、例えば地域経済の活性

化、地域の活性化、あるいはデジタルポイントですと様々な行政活動、例えば環境のイベ

ントですとか、地域活動というのもあるかもしれませんけれども、そういうのの参加促進

策として考えられるのではないかといったところで。まずは、令和７年度につきましては、

こういったデジタル地域通貨ですとかデジタルポイントの活用可能性、導入可能性も含め

て、どんな手法が考えられるのか、どんな課題があるのかも含めまして検討する経費とし

て計上しているというところでございます。 

○入山委員 それでは、デジタル地域通貨、ポイントについては、これから活用の可能性

を検討していただけるということで、使うほうも使われるほうもなんですけれども、使わ

れるほう、いわゆる地域通貨を使われるほうについても、何かデジタルのものを検討して

いただきたいのと、最後に、令和８年見込額、令和９年見込額がないというのは、どうい
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った理由があるのか。それで最後で大丈夫です。 

○小菅デジタル政策課長 こちらの見込額につきましては、やはりオンライン手続の拡大

に関するポータルサイトの機能拡充ですとか、あとは生成ＡＩにつきましても、令和７年

度、全庁的に導入はしますけれども、やはりその利用状況を踏まえて、可能性としては縮

小していくのかどうかも含めて令和７年度は検討していこうというふうに考えている部分

でしたり、あとはデジタルですと様々な技術革新というのもございますので、少し変動的

な可能性があるといったところで、見込みとしてはバーとさせていただいております。 

 特に、令和７年度はオンライン手続の全庁拡大の経費などが上乗せとして乗っていると

ころもあり、そういったところは減少になる見込みではありますけれども、先ほど申し上

げた地域通貨の検討次第では、やはりそこの仕組みを構築するのか、あるいは少し広域的

な共同で活用できるようなプラットフォームを使うのかというところですとか、あとは

様々に最近言われていますデータの利活用をどういうふうに進めていくかといったところ

で、かなり増要素もあり変動要素もありといったところで、一旦、こちらの資料では見込

額をバーとさせていただいているところでございます。 

○小林分科会長 いいですか。 

○入山委員 はい、大丈夫です。 

○小林分科会長 はい。 

 米田委員。 

○米田委員 あした、あんまり質問できないんで、最後に１問だけ。地域のスマート化の

ところなんですけど、要は、成果というのは、今ありましたとおりデジタル通貨も利活用

も様々ありますけど、成果としては区民満足度がどれだけ上がるかだと思うんです。デジ

タルを活用して。これを、区民満足度をどこまで持っていくかというのを、最後、お聞か

せいただきたいんですが。 

○小菅デジタル政策課長 失礼しました。ＤＸ戦略、新たなＤＸ戦略の中で、成果目標と

いうのを今回定めております。地域のスマート化推進に当たりましては、デジタル化の推

進に対する区民満足度として５０％以上を目標にしております。こちらは、毎年世論調査

のほうで満足度を取っておりまして、令和５年は約３３％というところを、目標としては

５０％以上というところになってございます。 

○米田委員 まあ、５０％ということだったんですけど、本来は地域通貨とか様々やるこ

とによって１００％を、これは目指さないといけないと思います。まあ、途中の段階で５

０％とおっしゃっていると思うんですけど、これが５０％から６０％、７０％、８０％に

なるような施策にしていただきたいと思いますけど、最後、いかがですか。 

○小菅デジタル政策課長 ありがとうございます。少し戦略に乗って現実的な目標を申し

上げてしまいましたけれども、当然、目指すべきところとしては誰もがデジタル技術を活

用して、その恩恵を享受できて住みやすくなるといったところになりますので、様々な視

点で、デジタルを使えない人、デジタルの苦手な方もいらっしゃいますので、そういった

視点も含めてしっかりと検討し、庁内連携を取りながら進めていくことで誰もが満足して

いただけるところを目指してまいりたいと思います。 

○小林分科会長 はい。田中委員。 

○田中委員 ５番の、（５）のデジタルチャレンジ支援のところをやらせていただきたい
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んですけれども、先ほど大坂委員のほうから様々なご質問がありまして、この内訳が１,

１００万がスマホ教室ということで、講習会、相談会の回数や参加の申込みの割合などを

ご説明いただいたところで、こちらはすごく大切な支援だと思っておりまして、私の周り

でもすごくご要望の声を多く伺っております。 

 参加したくても結構すぐにいっぱいになっちゃっていたりとか、そういうお声がありま

して、例えば、これ、今現在は出張所のみで行われていると思うんですけれども、これを、

例えば、いきいきプラザだったりとか、ご高齢者が集まる施設などを加えていただいたり、

例えば地域からお声があったら、町会でも自治会でもマンションの管理組合とかでもいい

んですけれども、そういうご要望に合わせて出張で教室を開いていただいたりなどにも広

げていただけたらいいのかなと、需要に対する供給の、ちょっと今は少ないということで、

思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○小菅デジタル政策課長 ただいま１点目の開催場所につきましては、現在、できるだけ

区役所ではなくて、お住まいの近くでできるようにというところで各区民館で実施してい

るところになります。一方で、やはりお問合せの中で、なかなか近くの区民館の予約が取

れないというようなご相談も頂いています。そういったところを踏まえますと、反対に区

役所に集約したほうがいいのではないかなというのも考え方としては持っているところに

なります。いずれにしましても、少し参加率も分析をしながら、どういった形がいいのか

というのはしっかりと検討してまいりたいと思います。 

 また、もう一点が出前型のようなイメージになるかと思うんですけども、コミュニティ

総務課のほうでコミュニティ支援を切り口に支援をしているところもございますので、ち

ょっと庁内連携も図らせていただきながら、どこまでできるかというのは今お答えが難し

いところなんですけれども、いずれにしてもスマホで困っている方が相談できるような、

例えば講習会ができるようなというところは、しっかり考えていきたいというふうに思い

ます。 

○小林分科会長 いいですか。 

 ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 いいですか。はい。それでは、この６、目６は終了します。 

 次に７、目７、災害対策費、予算書２３６から２３９ページの調査です。 

 執行機関、説明はありますか。 

○山下災害対策・危機管理課長 それでは、予算説明書２３６ページ、災害対策費でござ

いますが、２３７ページの３の部分、あと予算（案）の概要の１５６ページにございます

防災意識の普及・啓発の拡充事業についてご説明をいたします。 

 まず、イベント、防災フェスタの開催についてでございます。現在、町会会員を中心と

した避難所運営協議会による避難所防災訓練を実施しておりますが、若年層の参加率が甚

だ低い状況でございます。そこで、区の防災施策や取組を効果的に普及・啓発する防災フ

ェスタを９月に開催する予定でございます。対象を子ども・子育て世代とし、子どもたち

が楽しみながら防災に触れる機会を提供するものでございます。 

 また、あわせて、４月にリリース予定でございますが、防災ポータルサイト及びアプリ

の普及・啓発を行うことで、区民との災害に関する情報連携の強化につなげたいと考えて
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おります。この防災意識の普及・啓発において、イベント実施のために約２,０００万円

の予算を計上いたしました。 

 説明は以上でございます。 

○小林分科会長 はい。説明が終わりました。質疑を受けます。 

○入山委員 令和７年度の千代田区の重要施策として今これが上がっていますけれども、

安全・安心なまちづくりということで、イベント、防災イベントとアプリ、ポータルサイ

ト、アプリと。１５６ページの中には防災資機材の購入費用助成等も書いてある、これも

入っての金額でしょうか。 

○山下災害対策・危機管理課長 はい。委員のおっしゃるとおりでございます。普及・啓

発関係、全てひっくるめての予算計上でございます。 

○入山委員 分かりました。ありがとうございます。 

 そうしますと、それ以外にもイベントの費用と防災アプリ、ポータルサイトの費用も入

っているということだと思うんですけれども、まず最初にイベントについてですけれども、

私も様々な避難所訓練に伺いまして、先日のスポーツセンターで行われた子ども向けのイ

ベントも参加させていただいたんですけれども、あのような形でやるのでしょうか。 

○山下災害対策・危機管理課長 そうですね。この間のスポーツセンターの防災フェアに

つきましては、多分に試行的な感覚で開催したものでございます。次回の、次回といいま

すか、９月に予定しております防災フェスタにつきましては、主な内容といたしましては、

基本的には防災意識向上に関するステージイベントということで、お子様が喜ぶようなキ

ャラクターを呼んでのイベント、そして防災ポータルサイト、防災アプリのＰＲ企画をそ

こで行うとともに、そのほか、消防、警察、自衛隊、その他協力企業等を集めましてブー

スの出展をするなど、様々なお子様が楽しめるコンテンツを用意して、区内のお子様、そ

して親御さんたちを呼びたいと考えております。 

○入山委員 まず、決まっていればなんですけれども、場所で、どこでやるのかというの

と、あと、周知はどのようにしていくのかというのを教えていただけますでしょうか。 

○山下災害対策・危機管理課長 場所は、もう日比谷公園、ああ、まだ予算案の段階です

ので確定ではございませんが、現在、日比谷公園で調整中でございます。 

 そして、周知につきましては、広報千代田であったりＳＮＳ、そして出展者というかキ

ャラクターたちのＳＮＳ等々、様々な媒体を使って周知を図る予定でございます。 

○入山委員 この間のスポーツセンターで行われたイベントについては、千代田小学校を

中心に周知をしたと思うんですけど、あまり人が見えていなかったというのがちょっと見

えたもので、周知の仕方が少し弱かったのかなというのは毎回指摘させていただくところ

なんですけれども、今回、ポータルサイト、さらにアプリが、もしできるんであれば、４

月に、その段階で、そこに入れることはできるんでしょうか。 

○山下災害対策・危機管理課長 すみません。ちょっと先ほどの追加で、チラシの全戸配

布もいたしますので。 

 あと、千代田小学校の防災フェアにつきましては、やはり、すみません、千代田小学校

じゃないですね、スポーツセンターの防災フェアにつきましては、やはり避難所としての

立てつけがございましたので、あまりよその地域の子どもたちが来るのもいかがなものか

という意見もございまして、それで、ある程度限定的に募集をかけたというのもございま
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す。それに比べますと、９月に予定している防災フェスタにつきましては、もう千代田区

内全域、全戸配布とともに小・中学校にも周知を重ねて、多数の来客を見込んで、見込ん

でというか、していきたいと考えております。 

○小林分科会長 いいですか。 

○入山委員 せっかく行うイベントですので、たくさんの方にお越しいただければという

のと、あと、防災ポータルサイト、アプリについてですけれども、今までは災害があれば

ＳＮＳやＬＩＮＥとか、災害発生時にはそのような形で発信をされたと思うんですけれど

も、今度、これからはいわゆる防災アプリを使っての発信ということになる、発信という

か、アプリを使って、防災についてはそこが中心になるということでよろしいんですね。 

○山下災害対策・危機管理課長 おっしゃるとおりでございます。今までのＳＮＳ等も十

分活用していきますが、やはり防災ポータルサイトとアプリというのが災害対策・危機管

理課から直接的に発信できるものでございますので、それを十分に活用してまいりたいと

考えております。 

○入山委員 様々いろいろあると思うんですけれども、特に、どのようなサイト、アプリ、

内容、どのようなことができるんでしょうか。 

○小林分科会長 千代田区独自ですか、防災アプリは。違いますよね。 

○山下災害対策・危機管理課長 独自のものではございません。パッケージでございます

ので。（発言する者あり）そうですね。 

 既に渋谷区であるとか文京区であるとか、先行している自治体はございますが、具体的

に申し上げますと、そうですね、災害時の情報全般を発信するものでございますので、避

難所の情報であったり避難所の開設情報であったり、例えば水防関係、洪水等々がござい

ましたら避難指示、避難勧告であったり、どこの避難所が開いているか。あとは、そうで

すね、国民保護関係のＪアラート等の発信もプッシュ型通知で行うことができますので、

その他、多岐にわたって発信が可能ということでございます。 

○入山委員 分かりました。様々なことが防災についてできるということなので、ぜひ、

たくさんの方に利用していただきたい。 

 最後に、ああ、最後じゃないですね、先ほどもちょっとお願いしたんですけれども、イ

ベントの周知を防災アプリの中にも入れてみてはいかがですかというのと。ああ、じゃあ、

先にちょっとそこだけ。 

○山下災害対策・危機管理課長 すみません。答弁漏れでございました。防災アプリ、防

災ポータルサイトは４月１日よりリリースされますので、その中でも防災フェスタについ

て発信していきたいと考えております。 

○小林分科会長 これ、新しいことで質問も出ているから、これはちょっと分科会とは別

で、また報告を。しますよね。（発言する者あり）次回。そういう、多分、そうなると思

います。 

○入山委員 分かりました。いろいろとこれから説明していただけるということなので、

ここら辺であれですけれども。 

 ２６０ページの総合、ごめんなさい、事務事業概要２６０ページの総合防災情報システ

ムの構築のところに令和６年度予算の金額、これは防災ポータルサイト、アプリも入って

いる金額ではないという。 
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○山下災害対策・危機管理課長 全て込み込みといいますか。システムとアプリ、ポータ

ルサイト、全ての構築の費用でございます。 

○入山委員 全ての構築ということ。 

○小林分科会長 入山委員。いいですか。 

○入山委員 はい。大丈夫です。 

○小林分科会長 ほかにございますか。 

○のざわ委員 ちょうど関連で。フェスタ、防災フェスタ、これはとてもいい取組だなと。

専門家の方からも何か、区全体の運動会とまでいきませんけど、イメージ的には全員の方

が参加するような防災訓練というんですか、やったほうがいいんじゃないかとちょうど言

われたところに出てきたんで、一つ。詳細はまだ決まっていないというんで、例えば５月、

６月とか、もうちょっと早めに開催というのは、まず、いかがでしょうか。 

○山下災害対策・危機管理課長 すみません。５月、６月が、そうですね。今回の防災フ

ェスタにつきましては、日比谷公園側の調整もございまして９月というふうになったもの

でございます。５月は災害対策・危機管理課として水防訓練、千代田区と消防の合同の水

防訓練を開催いたしますので、来年度に関しましては一般区民の方もある程度、ある程度

といいますか、広く見学を募集したいと考えております。 

○のざわ委員 ありがとうございます。 

 あと、毎年定期的にやられるのもいかがかなと思っていまして、令和８年、９年の見込

額の中にも、これ、入っているというような考え方で、予算が入っているという考え方で

よろしいんでしょうか。 

○山下災害対策・危機管理課長 一応、現段階では、令和８年、９年につきましては今回

の規模での防災フェスタの開催は入っておりません。ただ、先ほど申し上げたように、や

はり小さなお子様、そして子育て世代の方々への防災に関する意識の醸成という点では、

こういった防災フェスタは非常に効果的と考えておりますので、令和８年度以降も開催を

前提としては考えておるところでございます。 

○のざわ委員 ありがとうございました。よろしくお願いします。 

○小林分科会長 ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 いいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 はい。それでは、目７の災害対策費は、終了していいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 はい。調査を終了します。 

 次に、目８、職員住宅建設費、２３８ページ、２３９ページ。 

 執行機関、説明はありますか。 

○神河人事課長 特にございません。 

○小林分科会長 特になし。 

 委員の方、質疑はありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 特になし。はい。それでは、目８、職員住宅建設費の調査を終わります。 
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 項１、総務管理費の調査を終了いたします。 

 それでは、次に行きます。総務費、項２、選挙費の調査に入ります。予算書２４０ペー

ジから２４３ページ、項２、選挙費を一括して説明しますので、説明はございますか。 

○河合選挙管理委員会事務局長 特にございません。 

○小林分科会長 なし。 

 委員の皆様の質疑を受けます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 よろしいですか。はい。質疑なしということで、以上で、項２、選挙費

を終了いたします。 

 次に参ります。項３、監査委員費、３、監査委員費の調査に入ります。予算書２４４ペ

ージから２４５ページ。 

 目１、監査委員費と目２の事務局費、併せて説明はありますか。 

○恩田監査委員事務局長 特にございません。 

○小林分科会長 特になし。はい。 

 委員の皆様から質疑を受けます。質疑はございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 なし。はい。それでは、以上で、項３、監査委員費を終わり、款６の総

務費の調査を終了いたします。 

 それでは、次に入ります。款７、職員費です。職員費の調査は２４６ページから２４９

ページ、職員費を一括して行います。 

 執行機関、説明はありますか。 

○神河人事課長 特にございません。 

○小林分科会長 特になし。はい。 

 委員の皆様の質疑を受けます。質疑。 

○小野委員 １件だけ。ありがとうございます。先日の常任委員会の中で、一般職の中で

高度な専門知識を有する者のというところがありました。これは４月１日から実際に施行

されるものだとは思うんですけれども、やっぱりこれだけ多様な専門的なことに取り組ん

でいく区役所を見ていると、間違いなく必要なのかなというふうに思っているんですけれ

ども。何かこういう分野で一般職、今後検討が必要だよねみたいな、そういうところとい

うのは、今のところいかがなものなんでしょうか。 

○神河人事課長 先日、委員会のほうでご説明させていただきました特定任期付職員のこ

とかと思います。特定任期付職員につきましては、現在のところ採用の予定というか、そ

ういったものはございません。これから行政需要が発生したときに、そういった制度を活

用させていただくために箱を設けたということでございますので、今後そのような検討も

行ってまいりたいと思います。 

○小野委員 はい。よろしくお願いします。 

○小林分科会長 いいですか。 

○小野委員 はい。 

○小林分科会長 ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○小林分科会長 いいですか。はい。それでは、職員費、款７、職員費を終了します。 

 次に参ります。款８、公債費の調査です。予算書２５０ページから２５１ページ。 

 執行機関より説明はありますか。 

○中根財政課長 ありません。 

○小林分科会長 なし。 

 委員の皆様からの質疑はございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 なし。質疑なしということで、款８、公債費は終了します。 

 次に参ります。款９、諸支出金です。款９の諸支出金の調査は２５２ページから２５５

ページです。諸支出金を一括して、執行機関より説明はありますか。 

○中根財政課長 ございません。 

○小林分科会長 特になし。 

 委員の皆様から質疑はございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 はい。それでは、款９、諸支出金を終了します。 

 款１０、予備費の調査に入ります。２５６ページから２５７ページ。 

 執行機関のほうから説明はありますか。 

○中根財政課長 特にございません。 

○小林分科会長 特になし。 

 委員の皆様の質疑を受けます。 

○大坂委員 予備費４億５,０００万円とした経緯というか考え方、お願いします。 

○中根財政課長 予備費につきましては、これまでも臨時に給付金とかというのの活用が

今年も活用しておりまして、ただ、予備費も今年はまだ半分程度ぐらいしか、６年度は使

っていなかったかと思います。ですので、減額について検討はしたところなんですけれど

も、やはり物価高騰で６年度もああいう国の補正予算を通じて給付金の事業とかというこ

とを考えますと、７年度においてもそのようなことはまだ考えられるのかなという状況を

勘案しまして、６年度と同額にした次第でございます。 

○小林分科会長 大坂委員、よろしいですか。はい。 

 それでは、予備費、ございますか、ほかに。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 なし。それでは、予備費を終了し、本日所管分の歳出の調査を終了いた

します。 

 ここまでで何かありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 いいですか。はい。 

 それでは、歳入の調査に入ります。一般会計の歳入です。歳入は一括で調査したいと思

いますが、よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 それでは、予算書５０ページをお開きください。５０ページから全部で

すから１４５ページまで。１４５ページ、諸収入まで。 
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 執行機関の説明はありますか。 

○中根財政課長 特にございません。 

○小林分科会長 特になし。 

 それでは、委員の皆様の質疑を受けます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 なし。はい。それでは、以上で本日所管分の歳入を終了いたします。 

 次に参ります。給与費明細書、債務負担行為調書に関する調査です。２５８ページ、お

開きください。２５８から２７５ページ、給与費明細書、引き続きまして２７６ページか

ら２８１ページの債務負担行為調書についてです。 

 執行機関からの説明はありますか。 

○中根財政課長 特にございません。 

○小林分科会長 特になし。はい。 

 それでは、委員の皆様からの質疑を受けます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 はい。質疑なしということで、以上で給与費明細書、債務負担行為調書

の調査を終了します。 

 はい。それでは、本日予定していた政策経営部、会計室、選挙管理委員会事務局、監査

委員事務局、区議会事務局所管の歳入歳出などの調査を終了し、前回の地域振興部所管と

合わせて当分科会の調査は全て終了いたしました。ここまでで、全てに対して調査漏れは

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 よろしいですか。 

 はい。のざわ委員、どうぞ。 

○のざわ委員 分科会長、すみません。ちょっと突っ込めなくて、すみませんでした。こ

の、一つ…… 

○小林分科会長 どこですか。どちら。 

○のざわ委員 款６、総務費。 

○小林分科会長 総務費。何ページ、だから。 

○のざわ委員 各会計予算の２３６ページ、３７ページで。 

○小林分科会長 はい。２３６、３７。はい。 

○のざわ委員 項で７、災害対策費。 

○小林分科会長 はい。災害対策費。（発言する者あり） 

○のざわ委員 すみません。 

○小林分科会長 まあ、いいです。最後ですから、どうぞ。時間もありますし。（発言す

る者あり） 

○のざわ委員 ６の情報連絡網の整備のところだったんですけれども、（１）のところを

中心に。先日、（「何でもありになっちゃう」と呼ぶ者あり）すみません、本当。（「何

でもありにならないですか」と呼ぶ者あり） 
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○小林分科会長 最後ですから、もう。（「最後ですからじゃなくて」と呼ぶ者あり） 

○のざわ委員 申し訳ない。（発言する者あり） 

○永田委員 それ、分科会長の責任にならないですか。だって、１回、確認を１個１個し

て。絶対に駄目と言っているわけじゃなくて、もしやるならば全体に諮ってから戻らない

と。 

○小林分科会長 ええ。だから、今、調査漏れの全体の調査漏れで確認しているところで、

あるというんで、今、発言を求めたんです。 

○永田委員 毎回これをやっていたら、切りがなくないですか。 

○のざわ委員 すみません。 

○永田委員 時間があるからいいとか、そういう問題じゃないと思うんだけど。 

○小林分科会長 休憩します。 

午後２時３１分休憩 

午後２時３２分再開 

○小林分科会長 はい、それでは再開します。 

 じゃあ、最後に。よろしいですね。調査漏れはありませんね。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 はい。それでは、確認しました。 

 総括送り事項の確認です。総括送りになった事項はありません。 

 分科会予算調査報告書は、当分科会の会議録を付して、３月１８日火曜日午前中までに

予算特別委員長に提出します。 

 ２日にわたり熱心な調査を頂き、ありがとうございました。以上をもちまして、予算特

別委員会企画総務分科会を閉会いたします。はい。お疲れさまでした。 

午後２時３２分閉会 

 


